
時代の先端を駆け抜けた男の熱き生涯

人口と世帯　９月１日現在

人口　460,659.人 ［ ＋97］

男　233,876人 ［ ＋60］

女　226,783人 ［ ＋37］

世帯　173,262世帯［+72 ］
数値は平成7年国勢調査の確定値をもとに算出したものです

主な内容

八ヶ崎消防署がオープン

10月20日は衆議院総選挙

市民健康づくりの集い

市民文化祭

情報チャンネル

相談あんない　ほか

字

を
発
明
す

る
な
ど

、
多
方
面

に
わ

た
り

先
駆

的
な
活
動

を
行
い
ま
し

た
。

と
こ

ろ

が
明

治
三
年

、
四

十
三
才
の

若
さ
で
亡

く

な
る
と
、
先
駆

的
な
成
果

は
い
つ
の
日
に

か
幻
の

よ

う
に

忘
れ
ら

れ
て
し
ま
い

ま
し
た

。

し

か
し
近
年

、
群
馬
県

桐
生
市
の

島
家
の
土
蔵

か

ら
膨

大
な
量
に

及
ぶ
霞
谷

の
関
係
遺
品

が
発
見

さ
れ

ま
し

た

。
数
干

点
に

も
及

ぶ
資
料
群
は

、
幕
末
維

新

と
い
う
変

革
期

の
風

を
受

け
、
新

た
な
る
も
の
へ

と

創
造
を
重

ね
た
男
の
軌
跡

を
雄
弁
に

物
語
る

、
幕

末

の

タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル

だ
っ

た
の
で

す
。

展
覧
会
で
は

、
大
部
分

が
初
公
開

と
な
る
島
家

の

資
料
を
一
堂
に
公

開
す
る
と
と
も
に
、
絵
画
・
写
真
・

活
字

な
ど
現

在
で
は
別
の

分
野
に
独
立
し

た
領
域

が
、

ま
だ
渾
然
（
こ

ん
ぜ
ん

）
と
し
て
い

た
黎
明
（

れ
い

め
い
）
期
の
相

互
関
係
を

探
り
た
い
と

思
い
ま

す
。

時
代
の
最
先

端
を
駆
け

抜
け
た
男

が
巻
き
起
こ

す
、

幕
末

の
熱

き
風

を
感

じ
て

い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で

す
。

今

か

ら

百

三

十

年

ほ

ど

前

の

幕

末

維

新

期

、

島

霞

谷

（

し

ま

か

こ

く

）

は

わ

が

国

で

最

も

早

い

時

期

に

油

絵

を

描

い

た

画

家

で

し

た

。

画

家

と

し

て

出

発

し

た

霞

谷

は

、

写

真

の

撮

影

や

、

日

本

で

最

初

の

金

属

活

幕末維新期、主に画像の世界で先駆的な活動を行っていた島霞谷。

彼の遺品を通し、時代の転換期特有の熱気を展示します。

入館時間 午前9時30分～午後4

時30分
会場戸定歴史館

費用 大人200円(170円)、高校・大学生140円(

120円)

小・中学生70円(60円)()内は20人以上の団体

※第2・4土曜日、小・中学生の観覧は無料

島霞谷発明活版活字

わが国で最初に実用化さ

れた近代金属活字。明治

初期以前の活字がほとん

ど残らない中での貴重な

資料。

三味線を持つ女

絹地に独特の陰影

法を用い、写真の

ように仕上げられ

ている。

島霞谷所用のカメラ

発行：松戸市　編集：企画部広報課

1〒271　 松戸市炉本387-5

TEL.0473-66-1111　FAX.0473-63-3200

河田相模守

肖像(島霞

谷筆)

幕末幻の油絵師

jｉ 茖嵋珱り零歹

ご丶
！
　
一
　

一

ＩＩ
　

Ｉ

Ｉ

痙

箍

塞

屡

屆

淵

冂

は
前
月
比

島 霞谷
会期10月5日(土)～12月8日(

日)

薔薇を持つ女、幕末に描かれたと推定される油絵、背景を風景とするなど霞谷の

西

欧絵画に対する理解の深さがうかがわれる。

開成所内部(島霞谷

撮影) 当時最新の情

報、最高の人材が集ま

っていた開成所。現在

の東京大学の前身。今

回が初公開。

光と影による写真の描写を人間の

てにより再現したモノトーンの肖

像。河田相模守は霞谷が開成所入

所時の頭取。



「
８
分
消
防
体
制
」
が
さ
ら
に
充
実

八
ケ
崎
消
防
署
が
オ
ー
プ
ン

市
内

で
十

番

目
の

消
防

署

・
ハ

ケ
崎
消
防
署
が
完

成
し
、
1
0
月
１
日
に
開
署
し
ま
し
た
。

ハ
ケ
崎
消
防
署
の
開
署
に
よ
っ
て
一
消
防
局
十
消
防
署

一
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
市
民
牛
活
の
安
全
を
守
る
消

防
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
し
ま
し
た
。

圓
ハ
ケ
崎
消
防
署
 
4
7
・
0
1
1
9
番

ハ

ケ
崎
消
防
署
が
十
番
ぼ
の
消
防

拠
点
と
な
っ
た
こ
と
で
、
地
域
に
密

着
し
た
消
防
活
動
・
火
災
予
防
の
啓

発
活
動
な
ど
市
民
の
安
全
を
守
る
消

防
が
一
層
充
実
し
、
な
か
で
も
、
市

内
全
域
に
お
い
て
「
火
災
発
生
か
ら

消
防
車
が
到
着
し
放
水

ず
る
ま
で
八

分
以
内
」
を
目
標
と
し
た
消
防
体
制

が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

ハ

ケ
崎
消
防
署
に
は
、
水
槽
付
消

防

ポ
ン
プ
車
、
ミ
ニ
消
防
車
、
救
急

自
動
車
、
指
揮
車
が
一
台
ず
つ
配
置

さ
れ
、
職
員
二
十
九
人
が
ニ
ト
四
時

間
体
制
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
戸
市
消
防
団
に
ハ

ケ
崎

方
面

隊

が
加

わ
り

、
十

方
面
隊

三
十

五
個
分

団
体

制
に

な
り

ま
し

た
。
管

轄
区
域
は
八
ヶ
崎
消
防
署
と
同
じ
で
、

地
域

防
災

の
一
翼

を
担

い
ま
す

。

管
轄
区
域
：
八
ヶ
崎
、
ハ
ケ
崎
二

丁
目

か
ら

八
ヶ
崎

四
丁
目

ま

で

、
八

ヶ
崎

緑
町

、
中
和

倉
、

馬

橋

（
字

北

童

房
、
南
竜

房
、
前
田

お

よ
び
城
之

腰
）
、
千

駄
堀

（
字
駒
形

、

一
年

栗

、

来
葉
、
新
山
、
清
本
台
お
よ
び
外
清

水
を

除
ぐ

｝
、
金

ケ
作

（
ホ

ダ
シ
内

、

字

大

作

、
小

作

、
小

作

台

、

横
堀

、

小
昼

剛
、

佐
野

、
騎

射
立
場

お
よ

び

五
本

木
外

）

市内10 番目に開署した切妻屋根が特徴の八ヶ崎消防署

防 火防災 訓練 ・応急手当 訓 練を 指導 し ます

火を消す、119番に通報する、避難する 、負傷した人の応急手

当をするなど、「いざというとき」近所の人たちの協力は欠かせ

ません。

消防局では、災害時に少しでも被害を少なく済ませることがで

きるように、町会や自治会、事業所などに防火防災や応急手当訓

練の指導をしています。希望される場含ま、人数の多少にかかわ

らず、最寄りの消防署にお申し込みください。

もうすぐ｜年生

就学時健康診断が始まります

就 学 時 健 康 診 断 日 程 表

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
、
左
表
の

日
程
で
行

い
ま
す
。

該
当
者
に
は
本
日
通
知
書
を
発
送

し
ま
す
が
、
通
知
書
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
1
0月
１
日
以
降
に
転
入
し
た

場
合
は
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
：
平
成
２
年
４
月
２
日
～
３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

受
付
時
間
…
午
後
Ｏ
時
4
5分
～
１

時
1
5分
（
各
小
学
校
で
）

※
通
知
書
裏
面
の
予
備
調
査
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

蜃
保
健
体
育
課
保
健
係
｀
6
6
・
7
4

5
9
番

実施日|　実 施 校　||実施日  実 施 校

小
金
原
地
区
・
新
松
戸
地
区
に

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

市

で
は

、
高
齢

者

が
住
み

慣

れ
た

地
域

で
安
心

し
て

い
き

い
き
と
暮

ら

せ

る
よ
す

な
ま
ち

づ
く
ｈ
才を

進

め
る

た
め

に

、
地
域
福

祉
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

ー

の
機
能

を
併
せ

持

つ
「
地

域
型

在

宅
介

護
支

援
セ

ン

タ
ー
」

を
小

金

原

地
区

と
新

松
戸
地

区

に
開
設

し
ま

し

た
。セ

ン

タ
ー
で

は
、
口

常

生
活

で

の

介
護

に
関

す

る
相
談

や
介

護
機
器

に

つ

い
て

な
ど

、
要

介

護
高

齢
者

に
対

す

る
全

般
の
相

談
業

務
を
行

っ
て

い

ま
す

。
す
で
に
、
「
中
央
在
宅
介
護
支
援

セ

ン

タ
ー
」

を
開
設

し
て

、
多

様
な

介
護

ニ

ー
ズ

に
対
し

て
保

健

・
福
祉

サ

ー
ビ

ス

が
総
合
的

に
受

け
ら

れ
る

よ
弓
各
種
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

二

つ

の
地
区

に
在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー
が
で
き
た
こ
と
で
、
よ
リ
身
近

で
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
気
楽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

開設時間

午前８時30分～午後５時（年中無休）

※夜間の相談（午後5 時～午前８時30 分）は中

央在宅介護支援センター≪91 ―0211 番へ

業務内容

在宅生活の総合相談

ケアプランの設定

保健・福祉サービス利用申請の便宜供与

介護機器の展示・紹介・選定・使用方法説明

地域ぐるみ福祉ネットワーク事業推進支援

地域内要介護高齢者の実態把握

スタッフ

保健婦･介護福福祉士・ソーシャルワーカー･看護婦

問い合わせ先

①小金原地区在宅介護支援センター≪83-

3111 番 （松戸市栗ケ沢「789 の33 ・老人

保健施設「栗ケ沢デイホーム」内に併設）

②新松戸地区在宅介護支援センター≪46 ―

2500 番 （松戸市新松戸 １の380 ・ 『新松

戸中央病院』内に併設）

な
お
、
急
病
時
の
受
診
先
の
紹
介

は
「
2
4
時
間
安
心
コ
ー
ル
（
昔
6
6
・
0

0
1
0
番
ご
で
ご
案
内
し
て
い
ま
や
。

厩
民
生
局
企
画
調
整
室

②新松戸地区在宅支援センター案内図①小金原地区在宅支援センター案内図

東

葛

飾
地

方

中

学

校

駅
伝

大

会

に

伴

う
交

通

規

制

を
実

施

1
0月
1
9日
出
〔
荒
天
の
場
合
は
2
1

日
(
月
)
〕
午
前
９
時
5
0
分
～
1
1
時
　
規

膕
区
間
中
部
小
学
校
前
～
江
戸
川
沿

い
県
道
上

二
郷
有
料
橋
下
～
古
ヶ
崎

南
小
通
り
～
県
道
松
戸
野
田
線
～
栄

町
一
丁
目
～
栄
町
六
丁
目
～
馬
橋
立

体
入
口
交
差
点
～
ダ
イ
エ
ー
新
松
戸

店
～
小
金
中
入
口
(
ゆ
り
の
き
通
り
）

～
大
谷
口
陸
橋
～
松
本
清
記
念
館
～

広
徳
寺
～
小
金
北
中
正
門

亘

保
健
体
育
課
体
育
悵

容
6
6・
7
4

5
9
番

生

産

緑

地

地

区

の

追

加

指

定

受

け

付

け

を

始

め

ま

す

相
談

会
で

希
望

の
あ

っ
た
上
地

の

う

ち

、
生
産

緑
地
地

区

に
指
定
可

能

な
上
地

に

つ

い
て

は
、
可

能
で

あ

る

旨

の
通

知
を

各
地
権

者

に
送
付

し
ま

し

た

。
通
知

を
受

け
た
人

は

、
次

の

期
問
内

に
申

請
し

て
く
だ

さ

い
。

受
付
日
時
…
一
月
７
日
(
月
)
～
1
0
月
1
1

日
(
金
)
〔
1
0
月
1
0
日
例
を
除
く
〕
、
午

前
９
時

～
午

後
４

時
3
0分

会
場

市

役
所

本
館
二

階
会

議
室

圓

み

ど
り
と

花

の
課

千

葉

県

最

低

賃

金

が

改

正

1
0
月
１
日
か
ら
県
内
の
使
用
者
ど

労

働
者

（
パ

ー
ト

・
ア
ル

バ
イ
ト
等

を
含

む
）

に
適
用

さ

れ
る
最
低

賃
金

が
次
の

よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
し

た
。

日

額
五
千

八
十
円
　

時
間

額
六
百

三

十
五
円

［
題
千
葉
県
労
働
基
準
局
 
0
4
3
・
2
2
1
・

4
3
1
1

番

、
賃

金

に
つ

い
て
の
二

十
四
時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
 
0
4
3

2
2
1
・
4
7
0
0

番

1
0月

は

「
労

働

保

険

適

用

促

進

月

間

」

で

す

加

人
手

続

き
の
お

済
み

で
な

い
事

罘
王
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公

共

職

業
安

定

所

）
、
労

働
基

準

監

督

署
に

ご
相

談
下

さ

い
。

［

柏

労

働

基

準

監

督

署

音
０
４

７

１
・
6
3・
0
2
4
5

番

、
松

戸
公
共

職

業

安
定

所

音
4
8・
6
1
0
0

番

松

戸
市

戦
没

者

追

悼

式

過
ぐ
る
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
に

対
し
、
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も

に
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
戦
没
者

追
悼

式
を
行

い
ま
す
。

遺
族
の
方
に
は
、
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
が
、
当
日
ま
で
に
届
か
な
い

場
合
は
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
遺
族
以
外
で
参
加
希
望
の

人
は
、
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
会
場
の
都
合
上
、
参
加

希
望
者
多

数
の
場
合
は
、
ご
遠
慮
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
口
ま
す
。

日

時
1
0月
1
6日
水
午
後
１
時
か
ら

受
け
付
け
、
２
時
開
式
、
３
時
3
0分

閉
式

会

場
市
民
会
館

圃
1
0
月
1
4
日
(
月
)
ま
で
に
、
（
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
松
戸
市

戦
没
者
追
悼
式
参
加
希
望
と
記
入
し

て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
の
五

松
戸
市
役
所
援
護
課
社
会
係
へ

乳

幼

児

の

医

療

費

を
助

成
し

ま

す

「
Ｏ

歳

児

の

通

院

費

が
新

し

く

対

象

に

」

Ｏ
歳
児

の
通
院
費
が
1
0月
１
日
か

ら
新
し

く
助

成
の
対
象
に
な
り

ま

す
。対
象
Ｏ
歳
児

＝
通
院
・
入
院
、
満

一
歳
～
小
学
校
就
学
前

＝
続
け
て
七

日
以
上
の
入
院

※
Ｏ
歳
児
の
通
院
費
の
受
け
付
け
は

平
成
９
年
４
月
か
ら
開
始
す
る
予

定
で
す
の
で
、
領
収
書
を
大
切
に

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
（
詳

細
は
来
年
３
月
の
広
報
紙
で
）
。

圓
健
康
課
庶
務
係
登
6
6・
7
4
8
5

番

９
月
2
5日
に
利
根
川
か
ら

の
取
水
制
限
が
全
面
的
に
解

除
さ
れ
ま
し
た
。

渇
水
期
間
中
、
節
水
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

禰
市
水
道
部

1 0 / 2 1

( 月 )

2 8 ( 月 )

2 9 ( 火 )

3 0 ( 水 )

1 1 / 5

( 火 ) ６ ( 水 )

1 2 ( 火 )

1 3 ( 水 )

1 5 ( 金 )

高 木 小 学 校

大 橋 小 学 校

六 実 第 二 小 学 校

相 模 台 小 学 校

六 実 小 学 校

上 本 郷 小 学 校

松 ヶ 丘 小 学 校

矢 切 小 学 校

馬 橋 北 小 学 校

六 実 第 三 小 学 校

北 部 小 学 校

梨 香 台 小 学 校

根 木 内 東 小 学 校

新 松 戸 西 小 学 校

金 ヶ 作 小 学 校

東 部 小 学 校

稔 台 小 学 校

南 部 小 学 校

常 盤 平 第 一 小 学 校

小 金 北 小 学 校

松 飛 台 小 学 校

横 須 賀 小 学 校

高 木 第 二 小 学 校

柿 ノ 木 台 小 学 校

1 1 / 1 8

( 月 )

1 9 ( 火 )

2 0 ( 水 )

2 1 ( 木 )

2 2 ( 金 )

2 5 ( 月 )

2 6 ( 火 )

2 7 ( 水 )

2 9 ( 金 )

貝の花小学校

寒風台小学校

小金小学校

古ヶ崎南小学校

常盤平第三小学校

河原塚小学校

旭町小学校

新松戸北小学校

殿平賀小学校

常盤平第二小学校

八ヶ崎小学校

根木内小学校

中部小学校

上本郷第二小学校

栗ヶ沢小学校

馬橋小学校

八ヶ崎第二小学校

松飛台第二小学校

新松戸南小学校

和名ヶ谷小学校

牧野原小学校

幸谷小学校

古ヶ崎小学校

広報 1996年(平成８年)10月５日



松
戸
市
あ
き
缶
な
ど
の
散
乱
防
止
対
策

市
民
会
議
が
中
間
提
言

市では、あき缶などの散乱防止対策を市

民ぐるみで検討するため、平成８年 ５月

30 日 に、「松戸市あき缶などの散乱防止対

策市民会議」（通称メイク松戸ビューティ

フル）を設置しました。

この市民会議は、各界の代表や、一般市

民からの公募による委員と学識経験者で構

成されており、あき缶やタバコなどのごみ

の散乱を､い かにしたら防げるかについて、

活発な議論を行ってきました。このたび、

その基本的な考え方について中間提言とし

てまとめられ、９月13 日 に市長に提出さ

れましたので、その全文を紹介します。

なお、市民会議では、松戸まつりでのイ

ベントや11 月 にはポイ捨て実態調査の実

施を予定しています。

［ 清掃管理課

中

間

提

言

清
潔
で
明

る
く
美
し
い
街
は

、

私
た

ち
市

民

の

財

産

で

あ

り

、

そ
こ

に
生

活
す

る
こ
と

は

、
私

た
ち

市
民

の
等

し

く
望
む
と

こ

ろ
で
し
ょ
う

。

し

か
し

、
街

を
歩

け

ば
、
街

の
美

観
や

景
観

を
損

な

う
も
の

が

、

至

る
所

で

見

受

け

ら

れ

、

特

に

タ

バ

コ

の

吸

殻

や

あ

き

缶

・
あ

き
び

ん
を

は
じ

め
様
々

な

ご
み

が
路

上
に

散
乱

し
て

い

る
の
が
現
状
で
す

。

こ

う

い
っ

た
状

況
は

、
人
々

の

モ
ラ
ル

が
低

下

し
て

き
た
こ

と

や

、
生
活

様
式

の
変
化

に

よ

っ

て
散

乱
し

や

す
い
商

品
が

増

加

し
て

き
た
こ

と

な
ど

、
様
々

な
要
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ

れ
ら
の

要
因

を

的
確
に

つ

か

ん
で

、
街

に

散
乱

す
る
ご

み

私立幼稚園では、来年度の人

園児を募集します。期日を守っ

て応募してください。

願書配付…10月15日(火)から

願書受け付け…11月１日(金)から

[圏各幼稚園へ直接、または私立

幼稚園連合会登68-6137 番

平成９年度

私 立
幼稚園児
募 集
私 立 幼 稚 園 一 覧 表

を
着
実
に
減
ら
し
て
い
く
こ
と

が
、
街
づ
く
り
に
お
け
る
一
つ

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

松
戸
市
あ
き
缶
な
ど
の
散
乱

防
止
対
策
市
民
会
議
（
メ
イ
ク

松
戸
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
）
は
、

本
年
５
月
3
0
日
、
７
月
８
日
、

８
月
1
2日
、
９

月
1
0日
の
４

回

に
わ
た
り
、
あ
き
缶
や

タ
バ
コ

な
ど
の
ご
み
の
散
乱
を
、
い
か

に
し
た
ら
効
果
的
に
防
げ
る
か

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
び
、
そ
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
意
見
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
中
間
提
言
と

し
て
提
出
し
ま
す
。

市長に提言書を手渡す

戸田座長

１

。
散
乱
ご
み
の
実
態
調
査
の

必
要
性
に
つ
い
て

２
。
中
長
期
の
展
望
を
持
っ
た

施
策
体

系
の
確
立

の
必
要

性
に
つ
い
て

散
乱
ご
み
対
策
を
考
え
て
い
く

場
合
、
ま
ず

、
散
乱

ご
み
の
実
態

を
知
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
実
態
と
は
、
い
つ

、
誰
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
捨
て
る
の
か

と
い
う
人
間
の
行
動
調
査
も
そ
の

一
つ
で
し
ょ
う
し
、
松

戸
市
の

一

部
の

箇
所
を
平
面
的

に
調
査
し

、

捨
て
ら
れ
や
す
い
場
所
を
把

握
し

て
お
く
こ
と

も
、
今
後
の
対
策
の

基
礎

デ
ー
夕
に
な
る
筈
で
す
・

今

年
度
は
、
ま
ず
散
乱
す
る
ご

み
の
状
況
な
ど
基
礎
的
な
調
査
を

実

施
す
る
こ
と
と
し
、
来
年
度
以

降
も

、
基
礎
調
査
で
得
ら
れ
た
結

果
と
の
関
連
を
考

慮
し
て
、
必
要

な
調
査
を
、
適
宜
実

施
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
そ
の

デ
ト
タ
を
分
析
し

て
得
ら
れ
た
成
果
を

、
す
べ
て
の

市

民
に
共
有
し
て

も
ら
う
よ
う

、

そ
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

が
必
要

で
し

ょ
う
。

散
乱
ご
み
閤
題

は

Ｉ
朝

一
夕
に

は
解
決
で
き
な
い
難
し
い
問
題
で

す
。
こ

れ
を
解
決
し
て
い
く
に
は
、

中
長
期
的
展
望
を
持
っ
た
施
策
の

体

系
を
確
立
し

、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま

す
。

こ
の
場
合
、
以
下
に
不
す
視
点
が

と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
①
多
く
の
市
民

一
人
ひ
と
り
が
主

体
性
を
持
っ
て
、
清

掃
活
動
や
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の
輪

を
広

げ
て

い
く
こ

と

が
重

要
で

す
。
と
り
わ
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

(
2
)
多
く
の
市
民
に
主
体
的
に
取
り

組
ん
で

も
ら

う
に
は
、
市
民
に

、

散
乱
ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
広
く

認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は

、
マ
ス
コ
ミ

等
の
協
力
を
得
て
、
効
果
の
高
い

Ｐ
Ｒ
の
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

(
3
)
ま
た
、
そ
の
一
環
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
の
実

施
も
効
果
的
で
す
。
こ

の
場
合
、
単
独
の
イ
ベ
ン
ト

で
は

な
く
、
相
互
に
関
連
を
持
た
せ

る

こ
と

に
よ
っ
て
、
相
乗
的
な
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
市
で
行
っ
て
い
る
清

掃

や
美
化

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各

扣
当

課
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
体
系

的
に
本
施

す
る
と
い
っ
た
こ
と

も

必
要
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
各
イ

ベ
ン

ト
を
横
断
的
に
包
括
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
標
語
も
必

要
と
考

え
ま
す
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト

は
、
参

加
し
た
市
民
に
画

一
的
に
何
か
を

配
布
す
る
方
式
で
は
な
く
、
参
加

者
が
楽
し
め
る
娯
楽
性
が
加
味
で

き
た
い
こ
考
え
ま
す
。

(
4
)
さ
ら
に
、
散
乱
ご
み
に
な
り
や

す
い
商
品

、
例
え
ば

タ
バ
コ
や
ビ

ン

ー
缶
入
り
清
涼
飲
料

等
の
製
造

企
業
な
ど
、
散
乱
ご
み
関
連
企
業

や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
、
効

果
的

な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ

と

が
必
要
で
し
ょ
う
。

場

合
に
よ
っ
て
は

、
市
民
会
議

の
場
で

、
共
に
対
策
を

検

討
す
る

こ
と

も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

(
5
)
人
は
、
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
は
、

ご
み
を
捨

て
に
く
い

も
の

で
す
。

環
境
を
常
に
き
れ
い
な
状
態
に
保

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
を
抑
止
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た

、
捨
て
る
こ
と

が

平成9年度市立幼稚園
の

新入園児募集

入

園

資

格

…
市

内
に
住
所

が
あ

り
、
平

成

３
年

４

月

２
日

～

４

年

４
月

１
日

の
間

に
生

ま

れ

た
幼

児

保

育

期
間
・：
各

幼

稚

園
と

も

一

年
保

育

受
付
日
時
…
1
1
月
１
日
(
金
)
・
５
日

カ
ッ
コ
悪

い
と

い
う
意
識

づ
け

、

言
い
換
え
れ
ば
、
捨
て
な
い
こ
と

が
ス
マ
ー
ト
と
感
じ

る
よ
う
な
意

識
の
醸
成
も
重
要

な
こ
と
と

考
え

ま
す
。

３

．
散
乱

ご
み
対

策

の
当

面
の

対
象

に
つ

い
て

散
乱
ご
み
問
題
に
は
、
様
々
な

要
因
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
ま

す
。
捨
て
ら
れ
る
物
も
様
々
で
す

し
、
捨
て
ら
れ
る
場
所
や
時
間
も

ま
た
様
々
で
す
。
そ
こ
で

、
散
乱

ご

み
対

策
の

当
面

の
対

象
と

し

て

、
捨
て
ら
れ
る
物
や
場
所

一
時

間
を
、
か
な
り
絞
り
込
む
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
後
、
そ
の
成
果

を
踏
ま
え
て

、
逐
次
そ
の
範
囲
を

拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

４
．
条

例
化

に
つ

い
て

散
乱
ご
み
問
題

の
解
決
に
は

、

中

長
期
的
展
望
を
持
っ
た

施
策
の

体
系
を
確
立
し
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
は

既
に
述
べ
た
と
お
り
で
す
が
、
条

例
化
ま
た
は
宣
百
は

、
こ

れ
ら
施

策
の

一
手
段
と

考
え
ら
れ
ま
す

。

し
た
が
っ
て
、
施

策
の
体
系
が
で

き
た
段

階
で
、
改
め
て
検

討
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

(
火
)
午
後
１
時
3
0
分
～
４
時

受
付
会
場
：
各
幼
稚
園

持
ち

物
・：
該

当

す

る
幼

児

の
住

民
票

一
通

と
印

鑑

費
用
：
入

園
時

に

は
、

入

園
料

三

千
円

、

そ

の
ほ

か

制
服

、

靴
代

な
ど

で
約

二
万

円

。
ま

た

、
月

ご

と

に

保
育

料

六
千

円

、

そ

の
ほ

か

給

食

費

・
絵

本
代

な

ど
で

約
四

千

円

程
度

が
必
要

に

な
り
ま

す
。

※
入

園

面

接

の

日

程

に

つ

い
て

は

、
受

け
付
け

の
と

き
に
お
知

ら

せ
し
ま
す
。

鑪
学
務
課
管
理
係
係
昔
6
6
・
7
4
5
7

番

、

中
部

小

附
属

幼

稚

園

昔
6
3
・

2
5
6
9

番

、
小

金
小

附
属

幼

稚

園

昔
4
1・
2
0
0
3

番

再

生

自

転

車

を

即

売

1
0
月
2
0
日
(
日
)
～
2
2
口
火
、
午
前
８

時
3
0
分

～
午

後
３
時

会
場

生

き

が

い
福
祉

セ

ン
タ

ー
（
金

ケ
作
二

七
七

の
四
）
　
　
販
売
台
数
二

十

台

（
売

り

切

れ
次

第

終
了

）
　

価

格
五

千
円

～

一
万
一
千
円
　
交
通
五
香
駅
東
口
か

ら
新
京
成
バ
ス
「
小
新
山
」
行
き
ま

た
は
「
柏
陵
高
校
」
行
き
で
、
新
栄

町
入
口
下

卑

圖
冊
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
昔
8
4・
3
1
9
1

番

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
三
十
五
　
歯
ぎ
し
り
に
つ
い
て

歯

ぎ
し

り

と

い
う

と

、
夜

中

に

ギ

リ
ギ

リ
と

音

を
た

て

る
、

い
わ

ゆ

る
歯

ぎ
し

り

が
一

般

的
に

知
ら

れ
て

い
ま
す

が
、
専

門

的
に

は
三

つ

の

タ
イ

プ
に

分
類

さ

れ
て

い
ま

す
。ギ
リ

ギ
リ

と

歯
を

す
り

合

わ
せ

る

タ
イ

プ
を

グ
ラ
イ

ン

デ
ィ

ン

グ

タ
イ

プ
と
呼

ん
で

い
ま

す

。
ま

た

顎

の
水
平

的

な

動

き

が
な
く

、
非

常

に
強

い
力

で

く

い
し

ば

る
も

の

を

ク
レ

ン
チ

ン

グ
タ
イ

プ
と

呼

び

ま

す
。

も
う

一

つ

は

カ
チ

カ
チ

と

噛

み
合

わ
せ

る
も

の
で

、

タ

ッ
ピ

ン

グ
と

い
っ
て

い
ま
す

。

と
言

っ

て

も

、
実

際
に

は
こ

れ
ら

が
混

合

し

て

い
る

タ
イ

プ
が
ほ

と

ん
ど

を

占

め
て

い
ま
す
。

こ

れ
ら

の
も

の

を
ま

と

め

て

、

歯

科
医

学

用
語

で

は

ブ
ラ

キ

シ

ズ

ム
と
総
称
し

ま
す

。

し

か
し

、

ブ
ラ

キ

シ

ズ
ム

は
人

に
指

摘

さ
れ

な
け

れ

ば
、

な

か
な

か

気
付

か
な

い
も

の

で
、

多

く

の

場

合
本
人

は
知
ら

な

い
よ
う

で
す

。

ブ
ラ

キ

シ
ズ

ム
に

は
、

大

き
く

分

け
て
二

つ
の
原
因

が
あ
ひ

ま
す

。

一

つ

は
ス

ト
レ

ス

や
疲

労

な
ど

に
よ

る

も

の
で

、
噛

み
合

わ
せ

な

ど

に
問
題

が
見
ら

れ
な

い
場

合

に

も

起
こ

り

ま

す

。

も

う

一

つ

は

、

噛
み

合

わ
せ

に
問

題

が

あ

る
場

合

に

、
顎

の
筋

肉

が
緊

張
し

て

ブ

ラ

キ

シ
ズ

ム
を

引

き
起

こ
す

こ

と

が

あ
り
ま

す
。

ブ
ラ
キ

シ
ズ

ム
の
特

徴
と
し

て
、

眠

っ
て

い
る

時
に

起
こ

る
と

い
う

点

が
あ
り

ま

す

。
当

た
り

前

の
よ

う

で
す

が
、

実

は
こ

れ

が
大

き

な

問

題

に

な
っ

て

い
る

の
で

す

。
起

き
て

い

る
と

き

に
は

、
過

大

な
力

が
歯

に

か
か

る
と

神

経

の
反

射
機

構

に

よ

っ
て

こ

れ
を

感
知

し

、
反

射

的

に
力

を

緩

め

る
よ
う

に
な

っ

て

い
ま

す

。

食

事

を

し

て

い
て

、

な
に

か
石

の

よ

う
な

も

の
を

噛

ん

で

し

ま

っ
た

と

き
、

ほ
と

ん
ど

の

場

合
反

射

的

に

そ

れ
以

上
噛

ま

な

い
で
口
か
ら
出
す
の
は
、
こ
の
機

構

に
よ

る
も

の
で
す

。
と
こ

ろ

が
、

眠

っ
て

い
る
と

き

に
は
こ

の
機

構

が
う

ま

く
働

か

な

い

の
で
す

。

つ

ま
り

、

ブ

ラ
キ

シ

ズ
ム

に

よ

っ
て

睡
眠

中

に
歯

に

か

か

る
力

は
、

起

き
て

い
る
時

に

比

べ
て

非

常
に

大

き

な
も

の

に
な

っ
て

い
ま

す

。
ま

た

、
起

き
て

い
る
と

き
に

実
際

に

歯
と

歯

が
接

触

し
て

い
る

時
間

は

数
分

か

ら
十

数

分

だ
と

い
わ

れ
て

い
る

の
で
す

が
、

ブ

ラ
キ

シ

ズ

ム

の
あ

る
人
で

は
夜

の
問

に

こ

の
数

倍
以

上

時

間
を

か

け
て

い
る
こ

と

に

な
り

ま

す

。
こ

の

た
め

に

、

ブ

ラ

キ

シ

ズ
ム

は
囗

の
中

で

起

き

る

さ
ま
ざ

ま

な
ト

ラ

ブ

ル
に

関

係
し

て

い
る

の
で

す
。

次
回

は

、

ブ
ラ

キ

シ

ズ
ム

が
引

き

起
こ

す

具
体

的

な

症
状

に

つ

い

て

説
明

し

ま
す
。

（

松

戸

歯

科

医

師

会

）

園
　
　

名
　
　
一
　
電
　

話
　
一

住
　
　

所

聖

ミ

カ
エ

ル

幼
稚

園

清

風

幼
稚

園

矢

切

幼
稚

園

常

盤

平
幼

稚

園

東

漸

寺

幼
稚

園

ひ

の

で
幼

稚

園

中

和

倉

幼
稚

園

み

や

こ
幼

稚

園

栴

檀
（
せ

ん
だ

ん
）
幼

稚

園

高
木

幼

稚
園

あ
さ

ひ

幼
稚

園‐
‐
　

‐－

北

部

幼

稚
園

高
塚

わ

か
ば

幼

稚
園

聖
徳

大

学
附

属

幼
稚

園

二
三
ヶ
丘
幼
稚
園

松
戸

み
ど

り

幼

稚
園

む
つ

み

幼
稚

園

さ
つ

き

幼
稚

園

大
勝

院

幼
稚

園

い
わ

さ

き
幼

稚

園

6
2
・
0
4
8
4

4
1
・
２
４
６
９

２

・

４

５

８

６

８７

・
5
7
2
4

4
1
・
０
８
５
９

8
7
・
７
５
７
８

４１

・

１

５

０

５

６７

・
3
1
0
1

8
7
・
0
8
7
5

8
7
・
4
8
0
9

8
7
・
6
2
5
4

6
7
・
3
1
2
1

9
2
・
2
6
8
1

6
8
・
６
１
３
５

４１

・
4
5
4
8

6
2
・
６
７
６
１

8
7
・
１
７
０
６

８７

・

７

ワ

ー

５

4
4
・
２
１
０
０

４２

・
8
7
0
6

松

戸

コ

ニ

穴

馬

橋

二

五

四
七

下

矢

切

一

四

〇

常

盤

平

二

の

ニ

ー

小

金

三

五

九

常

盤

平

七
の
一
八
の
二

中

和

倉

二
（

八

松

戸

新

田

五

一
六

常

盤

平
二
の
三
一
の
二

五

香

六

実

六

六

一

五

香

西

一
の

一
九

の
二

根

本

一
九

〇

高

琢
新

田

一
四

四

岩

瀬

五

＝
二

ニ

ッ

木

二
（

九

二

仲
井
町
一
の
三
二
の
一

六

高

台

三

の

五

〇

金

ヶ

作

一
四

五

大

谷

口

一
四

三

西
馬
橋
二
の
六
の
二
三

園
　
　

名
　
　
一
　
電
　

話
　
一

住
　
　

所

松
戸
い
ず
み
幼
稚
園

北
松
戸
さ
つ
き
幼
稚
園

八
照
幼
稚
園

千
駄
堀
梅
檀
幼
稚
園

本
源
寺
幼
稚
園

み
や
お
か
幼
稚
園
　

生
得
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

さ
か
え
幼
稚
園
　
　
一

ま
る
や
ま
幼
稚
園

明
和
幼
稚
園

高
塚
幼
稚
園
　
　
　
　

八
柱
幼
稚
園
　

牧
の
原
梅
檀
幼
稚
園

金
ヶ
作
幼
稚
園

か
き
の
き
幼
稚
園

北
丘
幼
稚
園

新
松
戸
幼
稚
園

第
二
か
き
の
き
幼
稚
園

専
修
大
学
松
戸
幼
稚
園

い
わ
さ
き
第
二
幼
稚
園

6
3
・
3
2
8
9

6
2
・
1
7
4
8

4
1
・
1
1
9
2

4
1
・
６
８
８
２

9
1

・
8
5
9
2

4
1
・
6
5
6
3

－
4
1
・
６
５
９
８

６１

・
0
5
3
2

6
3
・
9
5
3
7

6
3
・
4
0
1
2

9
2
・
6
9
5
5

8
5
・
２
５
５
７

８５

・
0
9
0
7

8
5
・
3
0
5
0

6
5
・
5
6
5
6

8
5
・
4
3
3
5

4
4
・
４
１
９
９

４
５
・
４
７
２
２

6
5
・
1
8
2
1

4
6
・
3
1
6
4

上

本
郷
二
七

九
四

－

北

松
戸

二
の
六

八
ヶ
崎
一
〇
三
二
の
一

千

駄
堀

一
八

六

五

大
橋
七
六
六

小

金
原

三
の

一

一

小

金
原
七

の

一
四

栄
町

四
の
二
五

二

二
十
世
紀
が
丘

丸
山
町
一
一
二

稔
台
八

一
二
の

Ｉ

高
塚
新

田
二
九
五
の
三

－

千
駄
堀
一
四
八
五
の
一
五

牧
の

原
二
の
五

金
ヶ
作

三
〇
六

三
矢
小
台
の
一
三
の
四

五
香
六
実
七
二
二
の
四

新
松

戸
三
の

二
五
六

新
松

戸
五
の

一
九

一

上
本
郷
二
の
三
六
ニ

ー

旭
町

二
の
三
〇

〇
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●　　　

投 票日に、次のよう な理由で投票 に行けない

人は 、下表の要領であらかじ め不在者投票を す

ることができます。

1.投 票日に自分の投票区域外で仕事等に従事する

予定の人。

2.や むを得ない用務で市外に滞在する見込みの人。

3.病 気、出産などのため、歩行が著しく困難な人。

衆議院議員総選挙は、小選挙区選挙と比例代表選挙の２つの選

挙で議員を選びます(上図)。

松戸市では、衆議院選挙の小選挙区が、千葉県第６区と７区の

２つに分割されましたので(左図)、注意して投票してください。

また、最高裁判所裁判官国民審査も併せて行います。
默市選挙管理委員会

申 し 込 み 先

健 康 増 進 セ ン タ ー

068-1814 番

ス ポ ー ツ 課( 運動 公 園 内)

公６３－ ９２４１番

健 康 課　S66-7486 番

※９/２６から 募集 してい ま す

行事名　 ｜期　　日|　　時　　間　　ｌ　会　　 場　｜　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　 容　　　　　　　　　　　　　｜　　申し込み方法等

1
0
／
1
3
～
1
9
は
行
政
相
談
週
間

国

や

県

な

ど
へ

の

苦

情

は

行

政

相

談

委

員
へ

行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相
談
に

つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
理
解
を
広
め
、

一
層
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

市
で

は
定

例
の
行
政
相
談
を
設

け
、
総
務
庁
長
官
よ
り
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

国

・
県

や
Ｊ

Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の

特
殊
法
人
に
対
し
て
の
苦
情
や
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

定

例
行
政
相
談
＝
日

時
毎
月

第

一
丁
第
四
月
曜
日
、
午
後
一
時
～
三

時
 
会
場
市
役
所
本
館
二
階
の
相
談

コ
ー
ナ
ー

行政 相 談 委 員

氏 名  住　所　　｜　 電　話

舞
市
民
相
談
室

行

政

書
士

会

無

料

相

談
会

1
0
月
丿
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
午
後

３
時

会
場
Ｉ
Ｒ
柏
駅
東
ロ
サ
ン
サ

ン
広
場
　

内
容
遺
言
相
続
・
入
国
管

理
・
社
会
保
険
の
申
請
手
続
き
な
ど

の
行
政
機
関
に
提
出
す
る
書
類
作
成

藉
千

葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・

有
馬
 
4
5
・
8
8
8
8
番

社
会
保

険
労

務
士
会

無
料
相
談
会

1
0
月
1
2
日
(
土
)
・
1
3
日
(
日
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時

会
場
Ｊ
Ｒ
北
小
金

駅
南
ロ
ピ
コ
テ
イ
西
館
二
階
入
り

囗

内
容
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
社
会

保
険
・
労
働
保
険
な
ど

圖
干

葉
県
社
会
保
険
労
務
士
会
東
葛

支
部
昔
4
5・
9
9
9
2

番

1
0月

１

日
～

７

日

は

公

証

週

間

公

証
相

談
を

行

い

ま
す

1
0
月
７
日
(
月
)
午
後
１
時
～
３
時

会
場
市
役
所
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

内
容
遺
言
、
契
約
、
会
社
の
定
款
、

私
文
書
の
認
証
・
確
定
口
付
等
公
正

証
書
の
作
成
な
ど
　
相
膃
員
公
証
人

岡
千

葉
地
方
法
務
局
松
戸
支
局
公

6
3・
6
2
7
8

番

青

年

海

外

協

力

隊

秋

募

集

説

明

会

1
0
月
２
日
(
火
)
午
後
６
時
3
0
分
～
８

時
3
0
分
会
場
勤
労
会
館
対
象
二

十
歳
～
二
十
九
歳
ま
で
の
日
本
国
籍

を
持

つ

健

康

な

人
　

内

容

映
画

上

映

、
体

験
報

告
、
個
別

相

談
な

ど

圖
国
際
協
力
事
業
団
関
東
支
部

0
4
8
・
8
3
4
・
7
7
7
0
番

筑

波

大

学

附

属

大

塚

養

護

学

校

幼

児

・

児

童

・

生

徒

募

集

募
集
人
員
幼
稚
部
（
四
歳
児
）
五
人
、

小

学

部
・
中

学

部
・
高

等

部

若

干

名

願
書
交
付
1
0
月
７
日
(
月
)
～
3
1
日
(
木
)

受
付
期
間
1
1
月
５
日
(
火
)
～
1
2
日
(
火
)

入
単
試
験
日
1
2
月
1
0
日
(
火
9
～
1
2
日
(
木
)

圓
筑
波
大
学
附
属
大
塚
養
護
学
校

0
3
・
3
8
1
3
・
5
5
6
9
番

児

童

手

当
1
0
月

期

分

を
支

給

児
童
手
当
1
0月
期
分
（
６
～
９
月

分
）
を
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
1
0
月
1
1
日
(
金
)
以
降
に
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
①
現
況
届
を
期
間
内
に
提
出

し
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
人
②
平
成
８
年
６
月
以

降
、
新
規
に
認
定
さ
れ
た
人

※
現
況
届
未
提
出
の
人
は
、
至
急
援

護
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児

童

手

当
の

要

件

に

該
当

の

人

は
申

請
し

て
く

だ
さ

い

要
件
①
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
こ
と
②
保
護
者
の
前
年
の

所
得
が
制
限
額
未

満
で
あ

る
こ

と

支
給
額
月
額
第
一
子

・
第
二
子
五
千

円
、
第
三
子
以
降
一
万
円

（
申
請
の

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
）
　
受

付
窓
口
援
護
課
・
市
民
課
・
各
支
所

舞
援
護
課
援
護
係

市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
1
0
月
2
6
日
(
土
)
・
2
7
日
(
日
)
に
、
市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

甦
健
康
課
昔
6
6・
7
4
8
6

番

■投票 日に図書館分館が臨時休館■

投票日当日は､小金原･小金･古ヶ崎･

五香･馬橋･馬橋東･稔台･松飛台･八柱の

図書館分館が臨時休館します。

衆議院議員
総選挙

ほか に市川 市の二部で

鎌ヶ 谷市 の全域

本庁管内

常盤平支所管内

六実支所管内

矢切支所管内

東部支所管内

ほかに流山市、
野田市、関宿町

の全域

小金支所

馬橋支所管内

噺松戸支所管内

10月２０日(日)

午前7時～午後6時

比

例
代
表
選
挙

政
党
名
を
書
い
て
投
票

投
票

小
選

挙
区
選
挙

候
補
者
名
を
書
い
て
投
票

て
投
票

基 調 講 演 会

保 健 所

ｺ

ｰ

ﾅ

ｰ

駅 前

健 康 相 談

家 庭 介 護 ｺ

ｰ

ﾅ

ｰ

糖 尿 病

会 食 会

ダ イ エ
ッ

ト

エ ク サ サ イ ズ

ジ
ャ

ズ 体 操

フ ェ ス テ ィ

バ ル

シ ル バ

ー

お 楽

しみ料理教室

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ 教 室

作 品 展

歩 こ う 会

カ ル シ ウ ム

展 示 コ

ー

ナ

ー

学 校 給 食

コ

ー

ナ

ー

健 康 診 査 と

相 談

グ ラ ウ ン ド

ゴ ル フ 大 会

ゲ

ー

ト ボ

ー

ル 大 会

10/26(土)

10/27( 日

10/26(土)

27(日)

10/21( 月)

～25(金)

10/26(土)

27(日)

10/27(日)

10/26(土)

27(日)

午 後1 時30 分

～3
時30 分

( 開 場O 時30 分)

午前10時

～
午 後2 時

午前11時～午後1時

( 受 け 付 け10 時30 分 が ら)

午 後1 時30 分

～3 時

午 後1 時

～4
時30 分

午 前10 時

～
午 後3 時

午前8時30分

｜　　～午後5時

午 前9 時
～
正 午

午 前9 時
～
正 午

受け付けは

午前9時～11時午 前9 時

～
午 後4 時

市 民 劇 場

松 戸 駅

西 ロ デ
ッ

キ

雨天時は

ﾆ ｭ ｰ
ｵ

ｰ

ﾀ ﾆ

松 戸 店 1 6 階

健 康 増 進

セ ン タ

ー

市 民 会 館

中 央 保 健

セ ン タ

ー

市 役 所 1 階

連 絡 通 路

松 戸 地 区

常 盤 平 地 区

小 金 地 区

中 央 保 健

セ ン タ

ー

中 央 保 健

セ ン タ

ー

小 金 保 健

セ ン タ

ー

常 盤 平 市 民

セ ン タ

ー

運 動 公 園

陸 上 競 技 場

金 ヶ 作 公 園

野 球 場

○ 講 演 会 「 あ な た お 元 気 で す か ？ 」

テーマ…お天気とからだ～テレビで言えない天気の話～

講 師
…
お 天 気 キ ャ ス タ

ー ・
森 田 正 光 氏

○ “ 自 分 の 健 康 は 自 分 で 守 ろ うI ’

・ 「 覚 せ い 剤 乱 用 防 止 」 「 エ イ ズ 予 防 」 の パ ン フ レ ッ ト 等 の 配 布 と 相 談

・ 健 康
・
栄 養 相 談

○ “ 血 圧 測 定 コ
ー
ナ
ー
” ～ 正 し い 血 圧 の 計 り 方 ～

○ “ 看 護 相 談 コ
ー
ナ
ー
”
～
赤 ち ゃ ん か ら お 年 寄 り ま で

～

○ 介 護 用 具
・
用 品 の 展 示 と 説 明

Ｏ 糖 尿 病 患 者 お よ び そ の 家 族 と 医 師
・
栄 養 士 等 と の 会 食 と 懇 談 会

～
糖 尿 病 患 者 用 料 理 の 会 食 と 専 門 職 に よ る ア ド バ イ ス

～

○ 軽 い エ ア ロ ビ ク ス ダ ン ス の 中 に

、

チ
ュ ー

ブ を 使
っ
た 筋 力 ト レ

ー ニ
ン グ

を 組 み 込 ん だ エ ク サ サ イ ズ

講 師
…
ア メ リ カ ス ポ

ー
ツ 医 学 会 公 認 イ ン ス ト ラ ク タ

ー ・
鈴 木 佐 和 子 氏

O 「 き ら め く 若 さ　 オ ン ス テ
ー
ジ 」

～
健 康 づ く り の た め に ジ ャ ズ 体 操 を 実 践 し て い る グ ル

ー

プ が

。

日 ご ろ の 活 動 成 果 を 発 表 し ま す
～

Ｏ “ 作 っ て
・
食 べ て

・
語 ら

っ で

～65
歳 以 上 の 人 た ち と ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 に よ る

、

調 理 実 習 と 会 食 会
～

○ リ ハ ビ リ 教 室 に 参 加 し て い る 人 た ち の 力 作 を 展 示

～
中 央 保 健 セ ン タ

ー･
小 金 保 健 セ ン タ

ー･
常 盤 平 市 民 セ ン タ

ー
の3 会 場 で

実 施 し て い る

、

集 団 リ ハ ビ リ 教 室 の 参 加 者 に よ る 手 工 芸 品 な ど を 展 示

Ｏ松戸地区コース　10/26(土)午前9時30分

、

松 戸 駅 西 ロ デ ッ キ 出 発

（ 受 け 付 け は9 時
～9

時30 分 ）

Ｏ 常 盤 平 地 区 コ
ー ス　10/26

倒 午 前9 時30 分

、

常 盤 平 市 民 セ ン タ
ー
出 発

（ 受 け 付 け は9 時
～9

時30 分 ）

Ｏ 小 金 地 区 コ
ー ス　10/27

（日 午 前10 時

、

東 漸 寺 出 発

（ 受 け 付 け は9 時30 分
～10

時 ）

Ｏ 「 も っ と カ ル シ ウ ム を と ろ う 」

カ ル シ ウ ム を 多 く 含 む 食 品 の 展 示
・
ア ン ヶ

一
卜 の 実 施

○ 「 食 生 活 を 見 直 そ う パ
ー
ト2 」

松 戸 の 農 産 物 を 使
っ
た 学 校 給 食 の 紹 介･ ビ デ オ に よ る 中 学 校 給 食 の 案 内

O3 会 場 同 時 無 料 健 康 診 査 と 相 談

○ヘルススクリーニング（18歳以上の人）

結 果 は 約3 週 間 で 郵 送 し ま す

。

血 圧 測 定

、

検 尿

、

血 液 検 査

。

心 電 図 検 査

、

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査 等

※ 心 電 図 検 査 と 血 糖 検 査 は40 歳 以 上

○ 歯 科 健 康 診 査 と 相 談

幼 児 か ら お 年 寄 り ま で ど な た で も （ 歯 ブ ラ シ 進 呈 ）

○ 薬 の 相 談

家 族 構 成 を 考 慮 し た 救 急 箱 の 点 検 と 相 談 （ 救 急 用 品 進 呈 ）

○ 在 宅 ケ ア 相 談

介 護 方 法 の 相 談
・
説 明 や 福 祉

・
保 健 等 の 各 サ

ー
ビ ス 制 度 の 紹 介

○ “ さ あ

、

始 め よ う!!　1 人 で も 気 軽 に 味 わ え る ゴ ル フ 気 分

、

ね ら う は

ホ
ー
ル イ ン ワ ン ！ ” （ 年 齢 制 限 な し

・

参 加 賞 進 呈 ）

Ｏ “ 老 い も 若 き も と も に ハ ッ ス ル!! ”

～
１ チ

ー
ム8 人 に よ る 大 会 形 式 （ 年 齢 制 限 な し

・
参 加 賞 進 呈 ）

～

自 由 参 加

電 話 等 で 健 康 課 へ

定 員65 人 費 用2,500 円

電 話 等 で 健 康 増 進 セ ン

タ ー へ　　　 定 員40 人

参 観 は 自 由

電 話 等 で 健 康 課 へ

定 員 各 日 と も35 人

自 由 参 加

自 由 参 加

※ 各 コ ー ス 参 加 賞 を 進 呈

※ 雨 天 中 止

自 由 参 加

参 加 者 名 簿 を 添 え て
、

10月10日(祝)までに

ス ポ ー ツ 課 へ

会･･‾場１期　間|時間 持参するもの ＼区域
市 役 所

常 盤 平 支 所

小 金 支 所

小 金 原 支 所

六 実 支 所

馬 橋 支 所

新 松 戸 支 所

矢 切 支 所

東 部 支 所

10/8 (火)

～19(土)

10/12 (土)

～19(土)

土

・
日

曜

日

、

祝

日

も

投

票

で

き

ま

す

午
前
８

時
3
0分
～
午
後
５

時

投
票
所
整
理
券
と

認
め
印

市内全域
の選挙人

支所の所

管区域の

選挙人

fi41―0801番

C62-7853 番

092-6234 番

雲62－4508番

062-2683 番

c87 ―1842番

ニツ木87

松戸新田18 の4

高塚新田49 の1

松戸1125

上本郷3ﾜ30

金ケ作343

林　　 克 忠

和 田　 康 男

渡 来 進 太 郎

青 木 美 枝 子

……_._.__.__

瀧 田　 泰 子

佐 藤　 昌 雅

－ 一 一
七例 代 表 選 挙

投 票 箱

小選挙区選挙

投票箱

10/26土基調講演会

お天気キャスター
森田　正光氏



手話通訳あります。

おはなし キャラバン

対象…3～9歳　費用…無料

でんわおはなしキャラバン霤77 －0000番

※図書館利用カードをお持ちください。

匿 市立図書館音65 － 5115番

み
ん
な
で

/松戸 の原始古代通史展

日時＝11月１日(金)～3日(祝)

午前9時～午後4時

会場＝下総史料館（紙敷911 番地）

鬩下総史料館・湯浅092-2466 番

盆栽・さつき展示会

日時＝11月９日土)・10日(日)

午前9 時30 分～午後5 時

会場＝常盤平市民センター

圈日本盆栽協会松戸支部松戸さつき

会･秦野≪  87-4582 番

整理券が必要です。

希望する人は10 月22 日脚以降に社

会教育課へ

文化講演会

｢ルネッサンスの女性と現代女性｣

講師＝作家・中田耕治氏

会場の至る所で
芸術談話に花が咲きます

会場…パークセンター（※1のみ会場が金ケ作育 園）

費用…無料（※２のみ材料費500円）

圉電話でパークセンター昔45 －8900番へ

21世紀の森と広場パークセンター催し物
建
設
新
技
術
フ
ェ
ア
関
東
9
6

1
0
月
1
6
日
(
水
)
～
1
8
(
金
)
、
午
前
1
0

時
～
午

後
４

時

（
1
8日

は
午
後
３

時

ま
で
）
　

会

場
建
設

省
関

東
技

術
事

務

所

（
初
富

飛
地

七

の

Ｉ
）
　

内

容

「
環
境

と

安
全

」
を

テ

ー
マ
に

、
建

設

に

関

わ

る
新

技

術

・

新
工

法

の

公

開
・
実
演
と
講
演
会
 
費
用
入
場
無
料

※

フ
ェ
ア

開
催
中

に
限

り
、
新

八
柱

駅

か
ら

無
料

送
迎

バ
ス
を
運
行

舞
建
設
省
関
東
技
術
事
務
所
 
8
9

5
1
2
7

番

建

築

パ

ト

ロ

ー

ル

を

実

施

1
0月
1
1
日

～
1
7日

は

、「
違
反

建
築

防
止
週

間
」
で
す
。

期
間

中

の
重
点

事
業

と

し

て
、
警

察
署

・
消
防

局

・
建
築
関

係
団

体
な

ど
の
協
力
で
、
1
0
月
1
5
日
(
火
)
に
コ

斉
公

開
建
築

パ
ト

ロ

ー
ル
」

を
実
施

し
ま

す
。

違
反

建

築
を
な

く
し

、
住

み
よ

い

街

づ
く
り

に
ご
協

力
ぐ

だ
さ

い
。

羇
建

築
指
導

課
指

導
係

行　事　名　　　｜　　日　　　時　　　｜　講　　師　　定員

25 人

35 人

25 人

20 人

小3～中328 人

25 人

みどりの相談員

小林　喜代次氏

染色家

小林　優子氏

みどりの相談員

小林　鶴太郎氏

小暮　八三氏

E・Eネット代表

仁井　雄治氏

みどりの相談員

田口　峯男氏

10／16(水)

午 後1 時30 分 ～3 時

10／19(土)

午 前10 時 ～ 午 後2 時30 分

10／20(日)

午 後1 時30 分 ～3 時

11／2(土)

午 後1 時 ～4 時

11/4(休)

午 後1 時30 分 ～3 時30 分

11/6(水)

午 後1 時30 分～3 時

園 芸教 室　 ※1

｢ ツバ 牛と サ ザン カ｣

森 のクラ フ ト教 室 ※２

｢ウ ー ルで 草木 染｣

園 芸教 室

｢ 観葉 植物 の冬 の管 理｣

森 のク ラフ ト教 室

｢ わらじ を 編む｣

こど も 手づく り 教 室

｢どんぐ り笛を鳴らそう｣

園 芸教 室　 ※1

｢ 庭木 の剪 定｣

期日  　会　　場　　　　時　　　間　　｜プログラム

10/9

11(

金)16(

水)17(

木)18(

金)－

23(

水)24(

木)－

25(

金)

図書館本館

稔台市民センター

小金分館

古ヶ崎市民センター

小金北市民センター

図書館本館

八柱市民センター

ハヶ崎市民センター

午後3時30分～4時

午後3時～4時

午後3時～3時40 分

午後3時～4時

午後3 時30 分～4時

午後3時～4 時

絵巻 物ほ か

アニメーション

人 形劇

絵巻 物 ほか

アニメーション

人 形劇

人 形劇 ほか

アニメーション

人 形劇

地
域
文
化
祭
皆
さ
ん
の
生
活
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
も

文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

ち
ょ
つ
と
足
を
延
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

催しの部

行 事 名　　　 会　　 場　  期 日  　時　　 間
松 戸 市 合 唱 祭

民 謡 民 舞 大 会

フ ラ ダ ン ス の 集 い

小　 唄　 会

郷 土 史 研 究 会

民 踊 愛 好 会

民 踊 大 会

俳 句 大 会

邦　 楽　 会

茶　　 会

奇 術 発 表 会

囲 碁 大 会

社 交 ダ ン ス の タ ペ

短 歌 大 会

日 本 古 典 舞 踊 大 会

松 戸 三 曲 大 演 奏 会

話 し 方 フ

ェ

ス テ ィ
バ ル

吟 詠 の 集 い

市 民 社 交 ダ ン
ス

パ

ー

テ
ィ

ー

文 化 講 演 会

謡 曲 と 仕 舞 の 会

日 本 舞 踊 大 会

森 の ホ ー ル21

市 民 会 館

市 民 劇 場

市 民 会 館

市 民 劇 場

市 民 会 館

松 雲 亭

市 民 劇 場

勤 労 会 館

常 盤 平 市 民 セ ン タ ー

市 民 会 館

森 の ホ ー ル21

市 民 会 館

森 の ホ ー ル21

女 性 セ ン タ ー ゆう まつ ど

市 民 会 館

10/20(日)

10/27  (日)

11/3 (祝)

11/10(1 日)

11/17( 日)

11/21(木)

11/23 (祝)

午 前11 時 ～

午 後 ６ 時

午 前 ９ 時 ３ ０ 分 ～ ‾

午後7時

午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～

４ 時

午後I時～

5時30分

午 後 １ 時 ～

４ 時 ３ ０ で分

午 前 ９ 時 ３ ０ 分 ～

午 後 ６ 時 ３ ０ 分

午 前 １ １ 時 ～

午 後 ５ 時

午 前 １ １ 時 ～

午 後 ６ 時

午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分 ～

午後3時３０分

午 後1 時 ～4 時

一 一

午 前 ９ 時 ３ ０ 分 ～

午 後 ７ 時

午 後 ６ 時 ～

８ 時 ４ ５ 分

正 午 ～ 午 後5 時

午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分 ～

午後7時

午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分 ～

午 後 ５ 時 ３ ０ 分

午 前 １ ０ 時 ～

午 後 ５ 時

午 前9 時 ～ 午 後8 時

午 後 ５ 時 ３ ０ 分 ～

８ 時 ３ ０ 分

午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～

３ 時 ３ ０ 分

午 前 ９ 時 ３ ０ 分 ～

午 後 ５ 時

午前１０時～

午 後 ６ 時

参加しよう！見に行こう！

郷土史研究会

｢祭り囃子(ばやし)と
太鼓演奏｣

内容＝小金囃子と馬槁の江

戸太鼓の演奏

行 事 名　 会 場　　 期 日　｜　時 間

菊　 花　 展

写　 真　 展

手 芸 作 品 展

陶 芸 作 品 展

華　 道　 展

盆　 栽　 展

洋　 薗　 展

市 民 会 館

文 化ﾎｰﾙ

市 民 会 館

10/30(水)～11/3

(祝)

午 前 １０時 ～

午 後 ５時

午 前10 時 ～

午 後 ６時

午 前 ９時 ～

午 後 ５時

期日　　時　間　内　　　　容　!会場常

盤

平

総

合

文

化

展

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

11/1 (金)

～3(祝)

11/3(祝)

午 前10 時 ～

午 後5 時

午 前10 時 ～

午 後3 時

午 後 ６ 時 ～

８ 時45 分

書 道

・

手 工 芸

・

油 絵

編 み 物

一

洋 裁

・

華 道

茶 会

ダ ン ス パ

ー

テ
ィ

ー

( 社 交 ダ ン ス の タ ペ )

展l覧l会lの部

行
こ
う

矢切公民館合同作品展
場＝矢切公民館(総合福祉会館3・4階)

期　　　日　 ，時　　 間　｜　内　　　　 容

10/31(木）

～11/6 (水)

午 前10 時 ～

午 後 ４ 時

10/31 (木)は正午か

ら、11/6(水)は午後

3時まで

書道・七宝焼・

陶芸・鎌倉彫・

桜彫・華道・洋

画 一茶会ほか

新松戸文化祭
会場＝新松戸市民センター

期　　 日　｜時　 間｜　内　　　容

11/2(土)･3(

祝)

午 前 ９時～

午 後 ５時

11/3(祝)は
午後4 時まで

手 作り ネクタイ ・

パッチワーク・粘土

人 形 ・押し 花 一木

彫 ・パンフラワ ー・

手編 み・機械編 み・

手 描 染 色 ・工 芸 盆

栽 ・アメリカンフラ

ワ ー・和紙人形・茶

会 一華 道

小金原文化祭
会場＝小金原市民センター

期　　 日　｜時　 間 ｜　内　　　 容

11/1 (金)～３(祝

)11/4(休)･５(火

)

午前9 時～

午後5時

総合手芸展

花と書展

稔台文化
祭

会場＝稔台市民センター

期　　日　｜ 時　 間 ｜　内　　　 容

10/26(土)･27(日)

10/30(水)
～11/4(休)
一一一
11/2(土)・３(祝

)11/3 (祝)

11/10(日)

午 前9 時 ～

午 後5 時

10/27(日)、11/3
(祝)・４(休)は午後4

時まで

午 前９時 ～
午後６時

午 前10 時 ～
午 後３時

午 後６時～
９時

午 前９時 ～
午後９時

書 道 ・盆 栽　　　 ｜

版画･ 水墨画･ かな書道

生 け 花

囲 碁 大 会

(会費1,000円､弁当付き

茶 会

カ ラ オ ケ 大
よ

ときわ南文化祭
会場＝常磐平体育館

期　　 日　 時　 間 ｜　内　　　 容

10/27  (日)
午前10時～

午後4 時

舞踊・民謡・琴・

三味線・ダンスほ

か発表会

書道・生け花・茶

会・陶芸 一手工芸

山野草ほか展示会

小金文化祭
会場＝小金市民センター

期日  時間  内容

10/26(土)

10/26(土)

27(日)

10/27(日)

11/2(土)

11/2(土)･3(祝)

11/3(祝)

午 前10 時 ～

午 後4 時

午 後 ６時 ～

８時 ３０ 分

午 前10 時 ～

午 後 ４ 時

午 前11 時 ～

午後4時

大正琴・ハーモニカ

編み物･俳画・墨絵･押

し花アート 押し絵･

華道･書道･写真

茶 会 ・香 道

日 本 舞踊

社 交 ダン ス

茶 道

新舞踊･詩吟･詩舞・民謡

華 道 ・油 絵

日本舞踊･長唄･大正琴

広報 1996年(平成８年)10月５日

社会教育課市民文化係66-7462番
第481 睥
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松

戸

市 文

化

祭



情報

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

催

し

物

松

戸

歩

こ

う

会

餅

つ

き

ハ

イ

キ

ン

グ

1
1
月
２
日
午
(
土
)
前
６
時
1
0
分
松
戸

駅

市
民

ギ

ャ
ラ
リ

ー
前
集

合

行

き

先

秩
父
日

和
田

山

対

象

山
を

歩
け

る
六

十
五
歳
以

上

の
人

定

員

先
着

五

十
人

費

用
二

千
円
（

昼
食

・
保

険
料

）、

交
通

費
実
費

圉
1
0
月
1
0
日
(
祝
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電

話
番

号

を
記
入

し
て

、
〒
2
7
1松
戸

市

上

本
郷
二

二
七
五

古
田

咲
子

（
a

6
3・
4
8
4
8

番

、
午
後

６
時

～
９

時

）
へ

と

も
し

び

読
書

会

1
0
月
1
7
日
(
木
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

内
容
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
て
」
堀
田
善

衛
著
 
費
用
八
百
円
（
初
回
は
無
料
）

鵞

二
戸
昔
8
9・
7
6
6
0

番

酒

の

悩
み

ご

と

相

談

・
家

族

教

室
1
0月
2
4日
水
午
後
２
時
～
４
時

会
場
松
戸
保
健
所
　
内
容
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
人
と
そ
の
恐
れ
の
あ
る

人
や
家
族
を
対
象
に
専
門
医
師
と
精

神
保
健
福
祉
相
談
員
に
よ
る
相
談

費
用
無
料

※
断
酒
会
等
で
酒
を
や
め
て
い
る
人

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

匝
電
話
で
松
戸
保
健
所
予
防
課

登
6
1

・
２
１
２
１
番
へ

ベ

ト

ナ

ム
枯

れ
葉

剤
被

害

児

童

救

援
チ

ャ
リ

テ

ィ
コ

ン

サ

ー
ト

1
0
月
1
8
日
(
金
)
午
後
６
時
3
0
分
開
演

会
場
勤
労
会
館
 
内
容

ベ
ト
ナ
ム
の

楽
器
ク
ロ
ー
ン
プ
ッ
ト

ー
ク
ニ
な
ど

に
よ
る
演
奏
 
費
用
千
五
百
円

周
同
公
演
実
行
委

員
会
・
牧
野
昔
6
0

・
1
6
5
8

番

秋

ま

つ

り

イ

ン

ー
サ

ン

ロ

ー

ド

フ

リ

ー

マ

ケ

ッ

ト

出

店

者

募

集

1
0
月
2
0
日
(
日
)
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午

後
４

時
〔
雨
天

中
止

〕
　
会
場

サ
ン

ロ

ー

ド
五

香
商

店
街

Ｄ
０

０
Ｙ

Ａ
（

ド

ゥ
ー
ヤ
）
前
対
象
二
十
歳
以
上
の

個
人
ま
た
は
団
体
区
画
二
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
×
二

ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
 
募
集
数
二
十
区
画
（
抽
選
）
　
出

店
料
五
百
円
、
駐
車
料
七
百
円

圃
1
0
月
９
日
(
水
)
〔
当
日
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
電

話
番

号

・
主
な
出

品
内

容
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
常
盤
平
五
の

ニ

ー
の
二

立
沢

ビ
ル

ー
．Ｆ
サ

ン
ロ

ー

ド
五

香
商

店
街

振
興

組
合

へ

頬
秋

ま
っ

り
イ

ン

・
サ

ン

ロ

ー
ド
実

行

委
員
会

・
秋
元

容
8
7
‘
2
4
3
7

番内　 容　　 日　 時　 会場　対象･定 員　　 費 用

一一一一一一

･－

円

圃
1
0
月
1
5
日
(
火
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
希
望
講
座
名
一
つ
・
住

所

・
氏

名

・
年
齢

・
電
話
番

号

を
記

入

し
て

、

〒
2
7
1
松
一
戸
市
根

本
三

八
七

の
五
松

戸
市

役
所
み

ど
り

と
花

の
課

へ松

戸

声

楽

勉

強
会

発

表

会

1
0
月
1
2
日
(
土
)
午
後
２
時
～
５
時

会
場
市
民
劇
場

内
容
大
国
和
子
氏

に
よ
る
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
・
日
本
歌
曲

な
ど
の
模
範
演
奏

費
用
無
料

育
松
戸
声
楽
勉
強
会

・
五
味
昔
4
3・

9
3
5
5
番

9
6「

さ

わ

や

か

ハ

ー

ト

ち

ば

」

1
1
月
1
3
日
(
水
)
午
後
１
時
～
３
時
5
0

分

会

場

船
橋
市

民
文

化
ホ

ー
ル

定
員
千
百
人
（
抽
選
）
　
内
容
写
真
家

・
浅

井
愼
平

氏

や
ジ

ャ

ー
ナ

リ
ス
ト

・
宮

崎

緑

氏

と

沼

田

知

事

な

ど

で

「
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ば
」
の
語
リ
合

い
、
イ
ル

カ
と

地
元

コ

ー

フ
ス

グ
ル

ー
プ
に

よ
る

「
さ

わ
や
か
コ

ン

サ

ー

ト

」
ほ

か

費

用

無
料

※
参

加
者
に
チ

ュ

ー
リ

ッ
プ

の
球
根

を

プ
レ

ゼ
ン
ト

圉
1
0
月
2
1
日
(
月
)
〔
当
日
消
印
有
効
〕
ま

で

に

、
往
復
（

ガ
キ

に
氏
名

（
五

人

ま

で
）・
住

所
・
電
話
番

号

・
返

信
用

（

ガ
キ
に
あ
て

名

を
記
入
し

て

、
干

2
6
0
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
の
一
県

庁

県
民

生
活
課

内

さ
わ

や
か
（

Ｉ

ト

ち
ば
推
進
協
議
会
事
務
局
（
0
4
3
・

2
2
3
・
2
0
6
9

番
）

へ

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
電

車

・
バ

ス
を

ご
利

用
ぐ

だ

さ
い
。

喜

楽
家

バ

ザ

ー

1
0
月
2
0
日
(
日
)
正
午
～
午
後
２
時

会
場
馬
橋
第
二
公
園

氷
雨
天
の
場
合
は
喜
楽
家
で
。
物
品

の
提
供
や
お
手
伝

い
し
て
く
れ
る

人
を
募
集
中
。
買
物
袋
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

喜
楽
家
 
 
4
4
・
9
9
5
1
番
（
月

曜
・
祝
日
を
除
ぐ
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

地

域
安

全

ポ

ス

タ

ー
展

1
0
月
1
1
日
(
金
)
～
2
0
日
面
、
午
前
1
0

時
～
午
後
1
0時

会
場
西
友
常
盤
平

店

内
容
少
年
の
非
行
防
止
・
盗
難

防
止
・
暴
力
追
放
の
ポ
ス
タ
ー
展

費
用
無
料

舞
松
戸
車
警
察
署
生
活
安
全
課

登
4
9

・
0
1
1
0

内
線
2
6
2
番

金

曜

デ
ッ

サ

ン

会
作

品

展

!
0
月
2
2
日
脚
～
2
7
日
(
日
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
６
時
（
2
2日
は
午
後
１
時

か
ら
、
2
7
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
会

場
文
化
ホ
ー
ル
　
費
用
無
料

舞
金
曜

デ
ッ
サ
ン
会
・
井
代

昔
4
5・

2
8
1
1
番

常
磐
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
映
画
会

1
0
月
９
日
(
水
)
午
前
1
0
時
か
ら
　
会

場

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

内

容

「

蒲

田

行

進

曲

」
松

坂

慶

子

・
千

葉

真

一

出

演
 

費

用

無

料

頽

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

１

昔
8
6

・
0
2
0
1

番

常
磐
線
駅
周
辺
め
ぐ
り
シ
リ
ー

ズ

1
0
月
2
6
日
(
土
)
午
前
９
時
馬
橋
万
満

寺

正

門

駐

車

場

前

集

合

（
雨

天

の
場

合

は

馬

橋

連

合

町

会

集

会

所

で

パ
ネ

ル

か

ら

松

戸

の
歴

史

を

読

む

）
　

コ

ー

ス

万

満

寺

～

水

戸

街

道

～

八

ヶ

崎

周

辺

～
2
1
世

紀

の

森

ど

広

場

（

約

五

キ
ロ
）
　
持
ち
物
昼
食
費
用
無
料

圃
1
0
月
1
8
日
(
金
)
ま
で
に
、
電
話
で
建

設

局

企

画

調

整

室

へ

松
戸
交
通
安
全
母
の
会

1
1
月
３
日
(
祝
)
午
前
1
0
時
～
午
後
２

時
 
会
場
市
民
会
館

※

品

物

の

提

供

に

ご

協

力

ぐ

だ

さ

い

（

大

人

の

古

着

は

不

可

）
。

羈
安
全
課
庶
務
係

Ｈ

Ｒ
松

戸

話

し
方

コ

ン

ク

ー

ル

1
0
月
1
3
日
(
日
)
午
後
１
時
～
５
時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容

テ
ー
マ
に
添

っ
た
話
し
方

の
コ
ン
タ

ー
ル
　
費
用
五
百
円
（
入
場
無
料
）

題
Ｈ
Ｒ
松
戸
話
し
方
研
究
会
・
石
綿

登
9
1・
1
5
6
0

番

小

ブ

ナ

釣

り

大

会

1
0
月
1
3
日
(
日
)
松
戸
駅
改
札
口
午
前

６
時

、
柏

駅
常

磐
線
下

り

ホ
ー

ム
午

前
６

時
1
5分

集

合
 

会

場
霞

ヶ
浦

・

新
屋

敷
水

路

内

容
尾

数

に
よ

る
競

技

費
用

小

・
中
学

生
五
百

円

、
一

般

八
百
円
（
交
通

費

・
エ
サ
代

別
）

※
仕
掛
け
講
習
会
を
1
0
月
１
１
日
(
金
)
午

後

６
時

か
ら
女

性

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど
で
行

い
ま
す

。

惠
電
話
で
松
戸
釣
り
ク
ラ
ブ
・
井
上

公
6
5
・
8
2
6
0

番

へ

松
戸
の
文
学
散
歩
バ
ス
ハ
イ
ク

1 0
月

1 8
日
(
金
)
・
2
4
日
(
木
)
・
3
1
日
(
木
)

各

午

前

９

時
3
0

分

市

立

図

書

館

本

館

前

集

合
　

コ

ー

ス

江

戸

川

～

矢

切

の

渡

し

～

野

菊

の

墓

文

学

碑

～

子

和

清

水

～

市

立

博

物

館

～

万

満

寺

ほ

か

対

象

中

学

生

以

上

の

人

定

員

各

日

二

十

五

人

（

抽

選

）
　

費

用

無

料

匣

1 0
月

! 1
日
(
金
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復

（

ガ

キ

に

希

望

日

・

住

所

・

氏

名

・

年

齢

・

電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒

2
7
1
松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
市
立
図

書

館

（

昔
6
5

・
5
1
1
5

番

）

へ

※
ハ
ガ
キ
一
枚
で
二
人
ま
で

借

地

借

家

の

無

料

相

談

1
0
月
1
1
日
(
金
)
午
後
１
時
～
４
時

会

場
勤

労
会

館

※
契
約
書

等

が
あ
れ

ば
ご
持

参
を

圖
松

戸
借

地
借

家
人
組

合

・
外

谷

4
5・
3
5
4
8

番

社
交
ダ
ン
ス
・
フ
リ
ー
タ
イ
ム

1
0
月
1
3
日
(
日
)
午
後
２
時
～
５
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

費
用
五
百
円

圃
フ
リ
ー
ジ
ヤ
会
・
小
河
 
6
4・
8

1
5
0
番

10/13(日) 松戸市福祉大会 ふれあい広場

東
葛
飾
地
域
文
化
祭
バ
ス
ツ
ア

1
1
月
2
4
日
(
日
)
午
前
８
時
5
0
分
東
葛

飾
合

同
庁

金

剛
集

合

行

き

先
千

葉

県

生
涯
学

習
推
進

セ
ン

タ

ー

対

象

東
葛

飾
地

域
内

に
在
住

の
二
十

歳
以

上

の
人

内
容

伝

統
的

な
生
活

文
化

の

紹
介

や
文
化

団
体

に
よ
る

ス
テ

ー

ジ

シ
ョ
ー
な

ど
の
見
学

定

員

五
十

人
（
抽
選

）
　
費

用

無
料
（
昼

食
付

き
）

圃
1
0
月
1
8
日
(
金
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
応
募
者
全
員
の
住
所
・

氏
名

・
年

齢

・
電
話
番

号

・
地
域
文

化
祭
希
望
と
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市

小
根

本
七
東

葛
飾
地

域
県

民
セ

ン

タ

ー・
（
登
6
5
・
3
0
0
8

番

）
へ

坂

川

下

流

部

を

歩

く

1
0
月
1
0
日
(
祝
)
午
前
９
時
松
戸
駅
西

口

広
場

集
合
（
小

雨
決

行

）
　
コ

ー
ス

赤

圦
樋

門
～
松

戸
神

社
～
角

町
～
矢

切

親
水
公

園
～

柳
原

樋
門
～

里
見
公

園

持
ち

物
昼

食

・
敷

物

な
ど

費

用

三
百
円

舞
江

戸

川

の
自

然
環

境
を
考
え

る
会

・
田
中

公
6
8・
2
7
7
7

番

（
平

日

昼

間
）

手

づ
く

り

の

愛

と
I

1
2
月
７
日
田
～
８
日
(
日
)
〔
一
泊
二

日
〕
　
会
場
県
立
手
賀
の
丘
少
年
目

然
の
家

対
象
小
学
生
の
親
子

・
中

学
生
・
高
齢
者
・
外
国
人

定
員
先

着
五
十
人

内
容
外
国
人
と
の
野
外

活
動
や
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通

し
て
外
国
の
よ
さ
、
日
本
の
よ
さ
を

知
る

持
ち
物
洗
面
用
具

‘
上
履
き

な
ど
　
費
用
約
五
千
円

兩
本
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
手

賀
の
丘
少
年

目
然
の
家

昔
０
４
７
１

・
9
1・
1
9
2
3

番
へ

青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者
を
募
集

1
1
月

1 0
日
(
日
)
青
少
年
会
館
で
行
わ

れ

る

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

出

店

者

を

募

集

し

ま

す

。

対

象

二

十

歳

以

上

の

人

募

集

店

数
三
十
（
抽
選
）
　
区
画
一
・
丁
八
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
×

二
・
七
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
 
費
用
一
区
画
千
円
（
全

額
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
）

圃

1 0
月

1 8
日
(
金
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所

・

氏

名

・

年

齢

・

電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒

万

一

松

戸

市
新
松
戸
南
二
の
二
青
少
年
会
館
（
容

4 4

・
8
5
5
6

番

）

へ

会場  内容  時間

費用…入場無料

松戸市社会福祉協議会c68 ― 0503番

花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
6

イ
ン
松
戸
・
花
と
緑
の
講
座
参

市
　

民
　

会
　

館

ホール

ホワイェ

駐車場

料理教室

２階会場

３階会場

文化ホール1

ふれあい広場ポスター展

市内小・中・高等学校の児童・生徒の皆さんから寄せられた

全ての作品を展示

日時10月８日(火)～13日(日)､午前10時～午後６時（8日は午後

１時から、13 日は午後４時まで）

式 典　 福 祉 善 行者 表彰

記 念講 演　 富 永一 朗 氏 「 人 生 みな 恩 人 」
一

福 祉 の まち づく り 音頭 ・唄 と 踊り ・鼓 笛 演奏 ・

ダン ス ・ みんな で歌 い まし ょう ・フ ィ ナ ーレ ・

口 ソヽクバ ン ド

パ ネ ル展 示 ・手 作り 品 販 売 コ ーナ ー ・作業 体 験

即売 コ ーナ ー ・相談 コ ー ナ ー

ポ ップ コ ー ン コ ー ナー ・わ た 菓子 ・フ ラン ク フ

ル ト

身 障者 用 教 習 車 展示 ・再 生 自 転 車販 売 ・リ サイ

ク ルシ ョ ップ ・ 飲 み物 販 売 ・ぬ い ぐ る みと 写 真

を 撮ろ う ・チ ャ リ ティ ー バ ザ ー

軽 食 販売 ・カレ ー ライ ス ・おし る こ ・や きそ ば
一一

朗 読 体験 コ ー ナ ー 一点 訳 体 験 コ ーナ 一 ・ハン ド

ク ラ フト コ ー ナ ー ・ス タ ンプ ラリ ー ・生 け花 コ

ー ナ ー ・ふ れ あい 電 話 コ ー ナ ー ・手 話 コ ー ナー

ガ イ ド ヘル プ 体 験 コー ナ ー

バ ザ ー ・ パネ ル 展示 ・お も ち ゃの 図 書 館 ・折 り

紙 コ ー ナ ー ・ユ ニ ーク ダ ン ス ・ボ ラ ン ティ ア相

談 コ ー ナ ー ・わら べう た

9:40～10:50

11:00～12:20

13:00～15:30

11:30～15:00

11:30～14:00

11:30～15:00

11:30～14:00

11:30～15:00

13:00～14:00

11:30～15:00
(一部時間に変

更あリ)

広報 1996年(平成８年)10月５日

チャンネル

市役所の代表電話は              6

6-1111番

代表FAXは               63-

3200番



時間…午後O時45 分～2 時

ス
ポ
ー
ツ

中

高

年

の

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

講

習

会

1
0月
９

・
1
6
・
3
0日

の
各

水
曜
日

（
全
三

回
）
、

午
前
９

時
3
0
分
～
1
1
時

会

場
ハ

ケ

崎
市
民

セ
ン

タ

ー
　
対

象

中
高
年
齢
者
　
定
員
先
着
二
十
人

内

容

中
国

カ
ン

フ
ー

の
基
本
型

を

ベ

ー
ス
に

し
た
簡

単

な
健
康

体
操
　

費

用

無
料

圖

リ

ズ
ミ

ッ
ク

カ
ン
フ

ー
常
盤
平

ク

ラ

ブ
・
田

島

酋
4
3・
7
0
0
2

番
（
午

後
６

時
～
８

時
）

陳
式
太
極
拳
教
室

１１
１月

５

日
～
1
2月

３

日

の
毎

週
火

・
木

曜
日
（
全

九
回

）
、
午
後
７

時
～

９
時

会

場
運

動
公

園
小

体
育
室

対
象
成
人
　
定
員
四
十
人
（
抽
選
）

費
用

無

料

圃
1
0
月
1
6
日
(
水
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
（

ガ
キ

に
教

室
名

・
住
所

・
氏

名

（
フ
リ

ガ
ナ

）
一
年
齢

・
電

話
番

号

を

記
入

し

て
、

〒
2
7
1
松

戸
市
上

本
郷

四

四

二
四
松

戸
運

動
公

園
内

ス

ポ
ー
ツ

課
（
C
6
3
・
9
2
4
1

番

）へ

健

康

・

体

力

づ

く

り

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

「

げ

ん

き

フ

ェ

ス

タ

ち

ば
9
6

」

1
0
月
1
3
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時

会

場
2
1
世

紀

の
森

と

広

場

内

容

ア

ト

ラ

ン

タ

五

輪

サ

ッ

カ

ー
日

本

代

表

・
西

野

監

督

と

ソ

ウ

ル

五

輪

金

メ

ダ

リ

ス
ト

・
鈴

木
大

地

氏

の

ヘ

ル

シ

ー

ト

ー

ク

、

柏

レ

イ

ソ

ル

サ

ッ

カ

ー

教

室

、

ヘ

ル

シ

ー
チ

ェ

ッ

ク

、

ア

ウ

ト

ド

ア

体

験

や

用

品

展

、

ヘ

ル

シ

ー

料

理

の

試

食

、

特

産

品

・

ヘ

ル

シ

ー

グ

ッ

ズ

の

無

料

配

布

な

ど
　

費

用

無

料

岡

千

葉

県

青

少

年
女

性

課
 
0
4
3
・
2
2
3

・
2
3
3
2

番

市

民

体

育

祭

弓

道

大

会

1
0
月
2
7
日
(
日
)
午
後
３
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
弓
道
場
対
象
市
内
在

住

の
人
（
学
生
を

除
ぐ

）
　
費

用

千
円

岡
晋

日
会

場
で
（

午
後
２

時
3
0
分
ま

で

）

岡
松

戸
市

弓

道
連
盟

・
熱

田

登
4
2
・

2
5
7
1

番
内容

･講演会｢21 世紀の地球時

代に備えて｣チベット文化

研究所長ペマ･ギャルポ氏

･シンセサイザー演奏・胡弓

演奏・杉の子太鼓・タイ

ダンス・マカレナダンス

ほか( 生け花・絵画・写

真展等の展示あリ)

午前10 時～

午後３時30 分
会場

森のホール21 小ホール

今年は、オース

トラリアのホワイ

トホース市と姉妹

都市になって25 年

という節目の年に

あたります。

(財)松戸市国際交流協会では、本市

の国際化のきっかけとなったこの提

携を記念し、国際化の時代をみんな

で楽しみながら考える催しとして

｢松戸市国際文化祭｣ を開催します。

どうぞ､気軽にお出掛けください。

躅(財)松戸市国際交流協会(市役所5階)

ど

な

た
で

も

参
加

で

き

る

陸
上

競

技
記

録

会

1
0
月
2
6
日
(
土
)
会
場
運
動
公
園
陸

上
競
技
場

対
象
小
学
四
年
生
以
上

種
目
五
十
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
・
百
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
・
千
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ

・
三
千

ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
・
走
り
幅
跳
び
・
砲
丸
投
げ
（
四

ｷ
ﾛ
、
二
・
七
ｷ
ﾛ
）
　
費
用
一
種
目
百

円
（
小
学
生
無
料
）

痢
当
日
午
後
１
時
3
0分
か
ら
会
場
で

羈
松
戸
市
陸
上
競
技
協
会
・
鵜
沢

6
4・
7
5
5
5

番

（
午
後
６
時
～
８

時
）

秋

季

体

育

祭
（
ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

）

1
1
1
1
一
月
３
日
(
祝
)
午
前
８
時
3
0
分
受
け

付

け

、
９
時

開
始

会
場

栗
ヶ

沢
公

園
庭

球
場

対

象

市
内

在

住

・
在
勤

・
在

ク
ラ

ブ

・
在

学
者
　

種
目

男
女

別
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

・
四
十
五

歳
以

上

（
必
ず

ラ
ン

ク
を
記
入

）
　

ル
ー

ル
国

際
ル

ー
ル
　

費
用

一
チ

ー

ム
ニ

千
円
圃
1
0
月
1
8
日
(
金
)
ま
で
に
、
所
定
の
振

込
用

紙
で

舞
松

戸
市

ソ

フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟

・
小

倉

昔
4
5
・
0
8
9
9

番

も

ぐ

ら

ク

ラ

ブ

・
小

学

生

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

教

室

1
0
月
2
7
日
(
日
)
正
午
～
午
後
４
時

会

場

高
塚
新

田

テ
ニ
ス

コ

ー
ト

対

象

小
学
二

～
四

年

生
（
初
心

者
歓
迎

）

定

員

先
着
二

十
人
　

費

用
無

料

※
ラ

ケ
ッ
ト

は
用

意
し
ま

す
。

も
ぐ

ら

ク
ラ

ブ
は
三
年

連
続

全
日

本
大

会
県

代
表

の
チ

ー
ム
で

す

。

圃
1
0
月

９
一
日

聞
ま
で

に
、
（

ガ
キ
で

〒
2
7
1
松
戸
市
本
町
一
二
の
五
石
井
ビ

ル
ニ

Ｆ

ア

ー
ト

エ

ム
内

増

田

善

弘

（

昔
6
2・
0
3
5
0

番

）
へ

市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

1
0月
1
9
日

出

午

後
1
0
時

伊

勢

丹

松

戸
店
前
集
合
、
2
0
日
(
日
)
午
後
８
時
帰

着

予

定
　

行

き

先

福

島

県

七

が

岳

（
歩

程

約

六

時

問

）
　
対

象

中

学

生
以

上

定

員

先

着

三

十

五

人

費

用

一

万

二

千

円

舞
松
戸
市
…
１
１
１
岳
協
会
・
高
橋
8
7
・

1
7
8
4

番

日

本

陳
式

太

極

拳

学
会

交

流

大

会

1
0
月
1
3
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
1
1
時
4
5

分
（

講
習
会

）
と
午
後
１
時
～
４
時

（
演
武
会
）
　
会
場
小
金
原
体
育
館

内
容
陳
式
太
極
拳
第
十
九
代
・
陳
小

旺
老
師
の
講
習
、
演
武
ほ
か
　
費
用

講
習
会
二
千
円

・
演
武
会
五
百
円

圖
日
本
陳
式
太
極
拳
学
会
交
流
大
会

本
部
・
及
川

容
6
7・
8
2
6
4

番

消

防

杯

防

火
チ

ャ
リ

テ

ィ

ー
ミ

ッ

ク

ス

ト

ー
ナ

メ
ン

ト

1
1
月
1
0
日
(
日
)
午
前
８
時
3
0
分
か
ら

〔
予
備
日
1
1
月
1
7
日
(
日
)
　
会
場
松
戸

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　
種
目
混
合

ダ
ブ
ル

ス
　
定
員
百
二
十
八
組

費
用
一
組

六
千
円
（
市
社
社
会
福
祉
部
へ
寄
付
）

圉
1
0
月
1
8
日
(
金
)
ま
で
に
、
所
定
の
用

紙
で
松
戸
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
6
2

・

3
0
4
7
番
）
へ

・・

講
座
・
公
演

百

年

講

座
「
中

国

の

家

庭

料

理

」

１１
月
５
日

～
2
6
日

の
毎

週
火

曜
口

、

午
後

７
時

～
８

時
3
0分
（

全

四
回

）

会

場
市

民
会

館
　

対

象
十
六

歳
以

上

の
人

（
三

十
歳
未

満

の
人
を

優
先
）

定

員
先

着
二

十
人

費

用

実
費

兩
電

話

で
青
少

年
会
館

登
4
4・
8
5

5
6

番

へ

秋

の

陶

芸

一

日

教

室

1
0
月
１
１
一
日
(
金
)
①
午
前
９
時
3
0
分
か

ら

②

午

後

Ｏ

時
1
5
分

か

ら

③

午

後

３

時
か
ら
会
場
陶
松
（
市
立
病
院
裏
）

定

員

先

着

各

十

二

人

費

用

五

百

円

（
陶

上

・

焼

き

代

別

）

匣

電

話

で

縄

文

土

器

を

作

る

会

・
小

堀

登
6
8
・
7
7
2
6

番

へ

北
京

女

性
会

議

行

動

綱

領

学

習

会
1
0
月
1
5
日
(
火
)
午
後
６
時
～
９
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

内
容
女
性
と
貧
困

・
開
発

講
師
社

会
開
発
国
際
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
・

三
好
亜
矢
子
氏

費
用
五
百
円

崋
電
話
で
行
動
綱
領
学
習
実
行
委
員

会
・
地
守

昔
8
7・
4
9
3
0

番
へ

市

民

健

康

大

学

「

健

康

を

楽

し

も

う

～

あ

な

た

の

身

近

に

健

康

の

鍵

が

あ

る

」

1
1
月
６
日
～
1
2
月
４
日
の
毎
週
水

曜
日
（
全
五
回
）
、
午
前
1
0
時
～
正
午

会

場

中

央

保

健

セ

ン

タ

ー

内

容

順

天

堂

大

学

助

教

授

・

島

内

憲

夫

氏

に

よ
る
講
義
、
ハ
ー
ブ
研
究
家
・
梨
子

本
雅
秋
氏
に
よ
る
ハ
ー
ブ
の
体
験
ほ

か
　

対

象

グ
ル

ー

プ

で
活

躍

し

て

い

る

三

十

～

五

十

歳

代

の

人

（
全

回

参

加

で

き

る

人

）
　

定

員

先

着

二

十

人

費

用

無

料

匣
1
0
月
７
日
(
月
)
か
ら
、
電
話
で
健
康

課

保

健

係

酋
6
6
・
7
4
8
6

番

へ

ゆ

う

ま

つ

ど

セ

ミ

ナ

ー

‐‐
い

ま

ど

き

の

結

婚

モ

ン

ダ

イ

」

1
0
月
2
4
日
～
1
1
月
2
8
日
の
毎
週
木

曜

日

、
午
後

７

時
～
９

時
（
全
六

回
）

会
場

女
性

セ

ン
タ

ー
ゆ
う
ま

つ

ど

対
象
原
則
と
し
て
未
婚
の
青
年
男
女

定
員

先

着
三

十
人

内

容

結
婚

の
価

値
観

が
変
化

し
て

き
た

今
、

結
婚

を

通
し

て
新

し

い
男

女

の
パ

ー
ト
ナ

ー

シ
ッ

プ
を
考

え

る
　

講

師

フ
リ

ー

ツ

ィ

タ

ー
・
北
村

年
子
氏

費
用

無
料

刑
電

話
で
女

性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま

つ

ど

昔
6
4・
8
7
7
8

番

へ

社

会

福

祉

施

設

就

労

入

門

講

座

「

短

期

コ

ー
ス

」

講
義
＝
1
0
月
2
0
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～

午

後
４

時

、
施
設

実
習

＝
1
0月
2
2
日

(
火
)
～
2
4
日
(
木
)
の
う
ち
の
一
日
、
午
前

９

時
～

午
後

４
時

会
場

習
志

野
市

消
防
庁

舎
（

実
習

は
県
内

の

特
別

養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
　
対
象
社
会
福
祉

施
設

に
就
職

を
希

望
す

る
三

十
五
歳

く
ら

い
ま
で

の
人

定
員

先

着
三

十

人圃
1
0
月
７
日
(
月
)
か
ら
、
電
話
で
千
葉

県
福

祉
人

材
セ

ン

タ
ー

昔
0
4
3
・
2
4
8・

1
2
9
4

番

へ

危

険

物

取

扱

者

試

験

1
2
月
８
日
(
日
)
　
会
場
口
本
大
学
理

工

学
部
船

橋
校

舎

費
用

甲

種
五
千

円

、
乙
種

三
千

四
百
円

、
丙

種
二

千

七
百

円

圃
1
0
月
７
日
(
月
)
～
１
１
日
(
金
)
の
間
に
、

所

定

の
願
書

（
消
防

局
と
市

内
各

消

防

署
で
配

布
）

を
持

っ
て

、
市
消

防

局

内
松

戸
市
危

険
物

安
全

協
会
事

務

局
（
0
6
3
・
1
1
1
1

内

線
2
0
7
番

）
へ

※
希
望

者
に

は
テ
キ

ス
ト

の
頒

布
と

受

験
者
講

習
会

・
模
擬

試
験

を
有

料

で
実
施

や

さ

し

い

囲

碁

教

室

（

入

門

・

初

級

）

1
0月
1
8日

～
1
1月
2
9
日

の
毎

週
金

曜
日
（
全
七

回
）
①

入
門

＝
午
後

２

時

～
５

時

②
初

級

―
午
後

１
時
～

５

時

会
場

日

本
棋

院
尚

和
会

常
盤
平

支

部

内
容

入

門
ミ

ニ
盤

か
ら
、
初

級
基

礎

費
用

一
回
五
百
円

圖
口

本
棋

院
尚
和

会
常

盤
平

支
部

・

岩
島

音
8
8
・
3
0
2
2

番

野

鳥

の

救

護

講

習

会

1
0
月
1
0
日
(
祝
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分

会
場

我
孫

子
市

鳥
の
博

物

保
健
・
衛
生

女

性

の

た

め

の

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

講

座

1
0
月
2
1
日
～
1
1
月
2
5
日
の
毎
週
月

曜
日
（
1
1
月
４
日
を
除
く
全
五
回
）
、

午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後

Ｏ
時
3
0
分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

定

員
先

着

三
十

人
（
保

育

あ
り

・
有

料

）
　
内

容
考

え

る
私

と

感

じ

る
私

～
私

ら
し

さ

の
体
験
　

費
用

五
千

円

（
分

割
可

）

痢
電

話
で
松

戸

カ

ウ
ン
セ
リ

ン

グ
の

会

・
生
木

音
4
3
・
8
2
3
1

番

へ

今
日
か
ら
松
戸
ま
つ
り

三

歳

児

健
康

診

査

対
象
平
成
５
年
６
月
生
ま
れ
の
幼

児

健
診
日
1
0月
８
日

・
1
5日
・
2
2

日
・
2
9
日
の
各
火
曜
日
 
会
場
松
戸

保
健
所

※
該
当
者
に
は
通
知
を
送
り
ま
し
た

が
、
届

か
な
い
場
合
は
（

ガ
キ
に

左
記
要
領
で
記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七
松
戸
保
健
所
指
導
課

（
登
6
1・
2
1
2
1

番
）
へ

ハガキ記入要領

①住所

②電話番号

③幼児氏名

④幼児生年月日

面保護者氏名

⑥転入年月日

愛

の

献

血

1
0
月
1
1
日
(
金
)
午
前
1
0
時
～
1
1
時
4
5

分
と
午
後
１
時
～
４
時

会
場
伊
勢

丹
松
戸
盾

剛

圖
松
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
登
6
3・

7
6
2
4
番

館

内

容

傷

つ

い
た

鳥

の
救

護

万

法

等

定

員

先

着

五

十

人
 

費

用

無

料

圃

電

話

で

我

孫

子

市

鳥

の

博

物

館

登

０
４
７
１
・
8
5
・
ｎ
２
２
１
２
番
(
月
曜

日

を

除

ぐ

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

）
へ

子

育

て

講

座

「
子

育
て

な

や

み

相

談

」

1
0
月
1
1
日
(
金
)
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分
会
場
小
金
原
体
育
館
内

容
小

金
原
保
育
の
会
幼
児
教
室
顧
問

・
吉
本
育
子
氏
に
よ
る
子
育
て
の
悩

み
相
談
 
定
員
先
着
二
十
人
（
育
児

あ
り

・
要
予

約
、
保

険
料

百
円

）

費
用
無
料

群
不

金
原
保
育
の
会
・
川
鍋

登
4
5・

0
0
1
2
番

ト

レ

ー

ニ
ン

グ
饑

器
操

作

講

習

会
1
0
月
1
2
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0分

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
の
人
（
三

卜
歳
未
満
の
人
を
優
先

）
　
定
員
先

着
二
十
人

持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き

費
用
無
料

圉
電
話
で
青
少
年

会
館

容
4
4・
8
5

5
6
番
へ

基

本

健

康

診
査

の

結

果

説
明

会

基
本
健
康
診
査
を
受
け
た
人
を
対

象
に
、
結
果
説
明
会
を
左
表
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
結
果
説
明
と
同
時

に
、
松
戸
市
医
師
会
医
師
に
よ
る
成

人
病
予
防
の
た
め
の
講
話
（
が
ん
・

糖
尿
病
・
老
人
性
痴
呆
）
が
行
わ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

圖
健
康
課
検
診
係

容
6
6・
7
4
8
7

番

結果説明会(健康教育)日程表

10/19(土)

圓
商

工
観
光
課
昔
6
6・

7
3
2
7

番

市
民
の
祭
典
・
松
戸
ま
つ
り
が
、
1
0
月
５
日
(
土
)
・
６
(
日
)
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
各
種
パ
レ

ー
ド
や
の
ど
自
慢
決
勝
大

会
、
輸
入
品
を
は
じ
め
多

く
の
品
物
を
集
め
た
東
葛
一
の
フ
リ
ー
マ

ー

ケ
ッ
ト
、
全
国
ふ
る
さ
と
観
光
物
産
展
な
ど
楽
し

い
催
し
物
で

い
っ
ぱ

い
で
す

。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

内容｜　期日　｜　　 会 場

の

予
防

に

つ
い

て
　
　

の

は

な
し

10/15(火)

21(月)

10/14(月)

18(金)

22(火)

29(火)

11/ 6(水)

10/24(木)

25(金)

28(月)

30(水)

稔台市民 セン ター別館

新松戸 市民センター

健康増進センター

中央 保健センター

新松戸 市民 センタ ー

小金 保健セン ター

小金 原市民ｾﾝﾀｰ

ﾊｹ崎市民ｾﾝﾀｰ

馬橋市民センター

馬橋支所

小金保健センター

広報 1996年(平成８年)10月５日

姉妹都市5周年記念事業

松戸市国際文化祭

- ‾　
● 費 用 無 料

(随時ご入場い ただけます)

聖徳大学附属高校のバトン部の皆さんも出演

10/5・6



◆テレホン案内サービス

………B66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…S68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………S65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

救急医療体

制

健康保険証を忘れずに1

松戸市女性のつどい'

96
～現在からの出発一わたしらしく生きる～

女性も男性も、それぞれに十分に自分らしく生きられる社

会をめざして、共に考え、行動していこうと集う場です。

20日には協賛イベントも多彩に行われます。

皆さんのご参加をお待ちしています。

圃女性センターゆうまつど≫64 ―8778 番、R64 ―7888 番

劇とダイアローグ

日時…10月19日(土)午後1時30分～3時30分（開場午後1時）
会場…市民劇場
内容…第1 部　女性のつどい実行委員による寸劇と、劇団リリスの足による「家族
におけるフィールドワーク」の上演。

第２部　ダイアローグ 劇の出演者と共に語り合います。
コーディネーター　長谷幸江氏（立教大学講師）

※要整理券。保育一手話の用意あり〔10月14日(月)までに申し込んでください〕。
圉電話またはファクスで女性センターゆうまつどへ

協賛イベント　10月20日(日)会場女性センターゆうまつど

●鱚人団体遵総会映画「コスモスの道しるぺ」と活助発表午前9 時30 分～ 正午

●婦人問題研究所・松戸市の女性センターを考える会「トーク＆トーク○くなって△しよう」午前10時～正午

●ＣＲの集い「講演とCR　 ジェンダーを越えて」午後1 時～3 時45 分

●あい・ゆう会「討論　結婚!結婚？結婚　」午後1時30分～3時30分

●女性●員をふやす会「座談会　 私たちが求める女性議員は？」午後2 時 ～4 時30 分

●女性問●研究会「ビデオと討論　 アルバイト・スチュワーデスつて何？」午後4 時～7 時

●松戸市の福祉を考える会「展示　高齢者福祉に関する全国と松戸市の状況」

●女性センター企画展「目でみる松戸の女性たちのくらし」

千
葉
県
ボ
デ
ィ
ビ
ル
選
手
権
マ
ス
タ
ー
ズ

五
十
歳
代
の
部
で
優
勝
し
た

木
村
　
博
男

さ
ん

こ
れ
が
俺
の
人
生
だ
と
、
言
葉
を

使
わ
す
語
れ
る
男
が
何
人
い
る
だ
ろ

つヽ
。写

具
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
次

の
誕
生
日
が
来
れ
ば
還
暦
を
迎
え
る

と
聞
い
て
、
驚
か
な
い
人
が
い
る
だ

ろ
う
か
。
木
村
博
男
さ
ん
、
五
十
九

歳
。
平
成
７
年
・
８
年
、
連
続
し
て

千
葉
県
ボ
デ
ィ
ビ
ル
選
手
権
マ
ス

タ

ー
ズ
五
十
歳
代
の
部
で
優
勝
し
た
鉄

人
で
あ
る
。

ボ
デ
ィ
ビ
ル
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
先
輩
に
誘
わ
れ
た
か
ら
。
勤
務

し
て
い
た
会
社
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

が
あ
る
の
で
、
手
軽
に
練
習
が
で
き

る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
れ
以
来
、

三
十
三
年
間
ボ
デ
ィ
ビ
ル
が
人
生
の

一
部
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
格
的
に
ジ
ム
に
通
う
よ
う
に
な

っ
て
一
年
後
、
三
十
歳

で
コ
ン
テ
ス

ト
初
出
場
。
翌
年
に
は
全
日
本
実
業

団
ボ
デ
ィ
ビ
ル
選
手
権
で
四
位
に
な

っ
た
　
六
年
連
続
で
出
場
し
、
周
囲

の
人
も
、
自
分
で
も
優
勝
、
と
思
っ

て
い
た
年
に
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

そ
し
て
転
居
し
た
こ
と
も
あ
り
、
コ

ン
テ
ス
ト
出
場
は
や
め
た
。

愛犬との散歩も日課てす

普

通

な
ら
そ

の
ま

ま
練

習
時

間

が

減

り
、
気

が
付

く
と

日
々

の
暮

ら
し

の
中
で

若

か
っ

た
と

き
に

熱
中

し

た

も
の

を
忘

れ
て

し
ま

っ
て

い

る
。
し

か
し

、
木

村

さ
ん

は
、
前

と
変

わ
ら

す
練

習

を
続
け

た

。

四

十
七

歳
で

秋
田

へ
単

身

赴
任
に

な

っ
た

。
仕
事

が
終

っ
た

後

、
練
習

仲
間

も

い
な

い
体
育
館

で

黙
々

と
バ

ー

ベ
ル

を
持
ち

上
げ

、
腹

筋

を
続

け

た

。
休
ん

で

も
誰
か

ら

も
文

句
を
言

わ

れ
な
い

中
で

、
た

っ
た

一
人

の
練

習

が
三
年

間

続
い

た
。

「
せ

っ
か

く
鍛
え

た
体

を

維
持

し

た

か
っ

た
こ
と

も

あ
る

が
、

そ
れ
よ

り

も
、
こ

こ
で

や
め

て

は

『
続
け

る

と

決
め

た
自
分

に
負

け

る
こ

と
に

な

る

。
そ

ん
な
こ

と
で

は
い

い

仕
事

は

で
き
な
い
と
思
っ
た
。

自
分
で
自
分
に
課
し
た

目
標
を
怠
る
こ
と
な
く
行

森のホール21チケットセンター

チケットガイド

市民優先予約のお知らせ

84 ―5050 番（月曜休館）

一般発売に先行して予約受付

2/9(日) 午後2 時開演予定　会場森のホール21 大ホール

公共ホールネットワーク事業

森のホール音楽祭
全席指定3,800 円(10/20発売)

音楽監督の豊嶋泰嗣を中心に 、国内の若手トップ ・

ミュージシャン が大集合。こ のシ ーズン限りの特別編

成オーケストラによる新鮮な響きにご期待ください。

出演豊嶋泰嗣(ｖｎ,ｖａ)川 田知子 、椙山久美(ｖｎ)、蠣崎耕

三(ob) ほ か 曲目バッハ／オーボエとヴァイオリンの

協奏曲 、ヴァイオリン協奏曲ホ長調 、モーツァルト／

ディヴェルティメントK.136 、協 奏交響曲K.364 ほか

※先行予約の皆さんには 、当日のリハーサルをご見学

いただける特典があります。

［圃往復ハガキに住所・氏名・電話番号・必要枚数を記入

して、〒270 松戸市千駄堀646-4 森のホール21「音楽

祭先行予約」係へ

な
か

っ

た
。

「
振

り
返

れ
ば

、
わ

が
ま

ま
な

夫

で

あ
り

親
だ

っ
た

か
も

し
れ

な
い
」

と

も
言

う
が

、
何
か

に

一
筋

に
打

ち

込
ん

で

い
る
姿

は

、
子

ど
も

に
と

っ

て

は
何
よ

り
の

手

本
に

な
っ
て

い

る

に

違
い

な
い

。

「
文

句

一
つ

言

わ
す
好

き
勝
手

に

さ
せ

て

く
れ
て

い

る
妻

に
は

本
当

に

感

謝
し
て

い

る
」
と

い

う
木

村
さ

ん

に

、
男
の

一
つ

の

生
き

方
を

見
た

。

（
松

戸

新
田

在
住

）

た
、
そ

の
日

々
の

積
み

重
ね
が
連

続
優
勝
に
つ

つ
て
き
た
と
い
う
自
負
心
が
、
仕
事

で
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
」
。

平
成
６
年
、
役
職
を
退
い
た
こ
と

を
機
に
、
再
び
コ

ン
テ
ス
ト
に
出

て
み
よ
う
か
と
思
っ
た
。
平
日
は

会
社
が
始
ま
る
前
と
昼
休
み
に

会
社
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
。

そ
し
て
仕
事
が
終
わ
っ
で
か

ら
は
ジ
ム
で
練
習
。
土
・
日

曜
日
で

す
ら
自

宅
で
バ

ー

ペ
ル
に
触
り
続
け
て
き

お気軽にご相談＜ださい １０月の相談あんない

相談名　　 期　　日　　　　時　 間　　　会 場

交通事故市 政 ･

一

般

法 律 相 談 ☆

税 務 相 談

登 記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

労働相談

月 ～ 金 曜日

匐遠火･木､第2・第4月曜日

第 １ 月曜 日

第 ２ 金曜 日

第 ３ 金曜 日

第2・第4月曜日毎 週 水 曜日

第2・第4火曜日

第1・第3月曜日

午前9時～午後5時

午前8時30分～午後5時

午後1 時～５時

午前９時～正午

午後1 時～５時

午後1 時～４時30分

午後1 時～３時

午前10時～午後4 時

午前９時～正午

午後1 時～５時

市民相談室

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

市

民

相

談

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

商工観光

課労政係※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(Q61-4089番)でも行っています。

消費生活相談

次回は11/1(金)

次回は11 /5(火)

8(火

) 11(金)

15(火)

18(金)

22(火)

25(金）

月～金曜日

午前10時～午後3 時

午前９時～午後４時

常盤平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

国

民

年

金

課

適

用

係

崇
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

消費生活センター

065-6565 番

巡
回
年
金
相
談

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

人権相談

第1～第４金曜日

次回は11/5(火)

次回は11/6(水）

次回は11/7(木）

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

小 金 支 所

常 盤 平 支 所

小金原 市民センﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(B63-6278番)でも行っています。

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉
協
議
会

合
6
8
・
0
5
0
3
番

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実支 所

小 金 支 所

常盤 平 支 所

新松戸市民竺 と 」

小金原市民センタ

ー

午前10時～午後3 時

第1～第４金曜日

7(月)

次回は11/5(火)

次回は11 /5(火)
－
16(水)

16(水)

17(木)

心

相

談

ゆうまつど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労働相談

教育相談

育児相談

すくすく ( テ レ フ ォ ン )

※相談はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

第1 ～第３月曜日

第４月曜日

火･ 金曜日

毎月第２火曜日

月～金曜日

月～金曜日

|午前lO時～午後4時

午後１時～7時午前10時～午後４時 午前9時~正午

女 性 セ ン タ ー

( 相 談 室 直 通)

昔63 －0505 番

女 性 セ ン タ ー

S64-8778番

教 育 研 究 所

fi66  ―  7461 番

北 松 戸 保 育 所

067  -  4646 番

広報 1996 年(平成８年)10月５日

10月19日(土)・2

0日(日)

切磋琢磨
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